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平成柑年（ヱ00占年）  亡由コーナーでは、和泉地区り観光スポットや、  

名所・旧跡など奄甜介します。  
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和束地区「帯亀山中部紅葉す竜1日月空色白知ら謝目にか仕君島  

九韓竜紅葉まつ0が除却和ま前脚嘩産品帝叫∵海囁野  
草彗う「捉葉甫坂1起陳じ軌鯖土芸能中軸醸ど伯F紅葉  

ス手－≡判、惜と鮎脚酋コ式日苛だ苛博酔蕃竜一捷睦コー  
ナー」森ど盛卓だ＜講触己奉擾意轟つモ準出鰍ゴくだ乱七  

選手一撃ヰベント富年前帽蒔中年瞳ヨ時節酎  

＝＝語義粥獣個室蕪   

野師東森 ‾   

索廟窃酵蘭暗部   
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兼
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催
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光
丑
市
の
茫
ぬ
に
も
窟
蓉
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特集  

生涯学習の拠点完成  
学びの里「めいりん」  

P8 障害者サービスが変わりました  

P9 税制改正で市・県民税が変わり一律10％に など  
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け00人位操で僻拝   

NHKラジオ体操助生放送部′8月2妄！  

日に市民グラウンドで頗蛙され、17qO  

人を超える市民僻しました。長野  

信一先生炒ら壬ジオ体操田ポイントと  

生放送中の注意点客間いた後、午朝帽  

時30分に生魚蓮如スタート。心地よい  

風即そよく中、北陸の小京都「大野1  

を全国に発信しようと、元気に櫛  

奇襲群見うれました。  

石遅董展示   

軸嘩酷轟轟郵鮎懐常連鳶科在ど春展示  

L埴酵招魂藍襲山野撃即日静軍産集靴  
弛鹿妻越鮎恕己血糖諭畠瞳Hl月・毎日まで  

萄詩賦 解熱敵襲紺洞白幡1■語覚庖如 感顛極秘臨場軸凰’地学名著敏腕井  

‡葡察≡華鄭萄群晦迎ぇ、覿繭断わ耽弄す。  
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無蓋I盛典轟祖語・  

喪正7年に生革靴細部爛匝ら暁  
1絶入麿祝膏た軌噛噸癖藤樹昏由拍、常葉  

萄国選薫香ん怯「蔑汽  菩軍費訪問日泰b荘i新河1  

郡毒し在住  揖曹轟い芭と苛割と  

手打百雷ば壕験毒  

そば産地大野蕎PRするた砂「大野そばまつロ   

2806」が8、招姫臥脊軽重億で朝風れました。   

市内の零群衆寄母御こ雄尋手打ちそば世襲産物力ロ   

エ品感購表中廊凱号ぼ打ち拝顔各行われ、会喝   

牌人「き【識沌1まし起廿  

20ロ6．1（】広報ぉお巧  rl軸  
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有
酵
西
小
畢
撞
と
大
野
公
民
館
∵
輩
涯
学
暫
笹
立
春
－
 
 

曙
橋
経
巻
持
ヨ
複
替
地
遥
哲
学
び
由
密
「
逝
い
ロ
砧
」
4
 
 

が
九
月
一
日
に
才
－
ブ
ン
し
ま
b
在
。
学
校
載
育
施
設
と
 
 

社
会
教
育
億
謹
嘩
健
能
草
餅
せ
持
コ
県
内
部
蘭
満
憩
臆
、
 
 

市
民
幻
勤
封
ポ
ル
雷
轟
竜
越
前
表
層
増
嬰
牌
缶
巴
に
、
棄
 
 

観
に
配
慮
し
た
構
造
菅
建
設
さ
れ
来
し
た
。
 
 
 

年
間
密
通
し
音
字
供
郡
毎
志
年
蒸
甫
選
串
で
鰯
甘
烹
漂
い
・
 
 

遊
背
・
学
習
曹
望
三
宝
韻
草
屋
萄
蛋
盟
現
慧
篭
弥
野
 
 

壷
克
と
値
毎
東
宮
ん
に
轟
い
て
蟄
缶
い
読
♭
茫
甘
 
 

芸術作品じつくり♯♯   

8月25［］力lら空7日に卦廿て、「第＝打図太野市美術展」  

群青軽毒捏で開かれました。市内外から応雲価商った芸  

術作品【ま229点。会場を墓石れた人たち除、作品1点1点  

をじコくロ観要していました。  

学
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の
沿
革
 
 

有
終
西
小
学
校
は
明
治
ハ
年
、
有
終
小
 
 
 

学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
 
 
 

有
終
尋
常
二
同
等
小
学
校
、
有
終
男
子
尋
 
 
 

常
・
高
等
小
学
校
、
有
終
男
子
国
民
学
校
 
 
 

と
改
称
。
昭
利
二
十
二
年
の
学
割
改
革
に
 
 
 

よ
ロ
男
女
共
学
の
有
終
小
学
校
に
改
称
し
 
 
 

ま
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
≡
月
に
は
有
終
 
 
 

南
小
学
校
亡
分
立
し
、
古
津
西
小
学
校
と
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ロ
ま
し
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こ
れ
ま
で
使
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て
い
た
校
舎
は
昭
和
≡
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「
真
新
し
い
児
童
玄
関
は
ガ
ラ
ス
張
 
 

り
で
開
放
感
が
あ
っ
て
広
く
感
じ
 
 

ら
れ
ま
す
」
 
 

1  

演劇巳照宇で昆九巷   

市こども劇場群劇団尭少を招いて行コた「眠れ  

番森の美女J公演力†8月18日、文化会館で開計  

れました。橋〒閻500人が入場し、本格的な演技  

の数々に見入っていました。  

■
一
 
 

rめいり九」でフォーラム   

9月から利用開始となった学びの里「めし1亡〕ん」  

で1ロ巨、生涯学習フォーラムと人権啓発講演会潮間  

催され、市民的2ロ0人が参加しました。元NHKア  

ナウシサ【で歌手の吉川精一さんが「あロガとう」  

とし1う言葉の素晴らしさを語ロました。  

十
五
年
に
窪
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し
た
屯
の
で
、
市
立
小
学
 
 

校
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憲
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切
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と
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∵
予
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守
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が
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心
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応
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息
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作
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こ
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画
先
哲
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現
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安
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奄
■
し
て
い
ま
首
。
 
 

†
撃
落
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っ
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通
故
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杵
と
特
別
教
室
様
に
一
離
中
人
が
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缶
電
掛
よ
彗
配
諾
b
、
特
別
葦
 
 
 

勝
間
差
置
利
用
b
蔑
す
 
 

▼
兜
葦
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撃
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世
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酋
1
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在
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V
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義
春
出
Å
D
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に
陪
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公
民
館
の
沿
革
 
 
 

大
野
公
民
髭
は
昭
和
二
十
三
年
、
東
野
 
 

町
史
民
舘
と
し
て
当
時
の
太
顛
町
役
場
備
 
 

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
．
現
在
の
名
称
性
昭
 
 

和
二
十
九
年
中
市
制
施
行
陰
に
改
称
苦
れ
 
 

た
も
勒
で
す
。
青
田
散
、
学
校
梗
菩
や
旧
 
 

市
捜
所
庁
苦
労
室
内
へ
の
移
転
者
経
富
胞
 
 

和
四
十
一
年
、
明
倫
町
に
新
築
寝
転
し
姦
 
 

し
た
。
平
成
七
年
に
は
旧
大
野
高
等
学
校
 
 

定
時
制
校
舎
に
移
転
。
今
回
の
改
築
に
伴
 
 

い
、
平
成
±
ハ
年
四
月
甜
ら
陸
文
化
会
館
 
 

内
に
事
務
所
を
移
転
し
て
い
ま
し
た
。
 
 

生
涯
学
習
由
拠
点
 
 
 

今
回
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
奄
設
置
し
 
 

一日劇已盲埴1∃14′野乗  

腕謹製新鹿組利用義範痙壷虔  

拳靖韓奉賛軍脚群確執  
軸挺奄白歯【岩古鰯畔  

悲監悪霊芸  
粒五睦も  

J慧：・悪霊≡≡芸≡≡   

歴
史
博
物
館
講
座
田
儀
国
包
と
 
 

し
て
「
白
山
后
抱
由
聖
地
甜
常
り
・
 
 

弄
鳶
偏
J
竜
田
借
．
現
地
研
修
の
 
 

奉
加
書
直
募
集
し
ま
す
中
 
 

日
捏
 
1
・
ロ
員
2
1
日
魯
蒜
某
諌
巨
 
 

帝
国
 
午
前
磨
特
別
封
筒
役
所
前
 
 
 

集
合
．
午
後
丁
時
詭
愈
到
着
・
 
 
 

解
散
予
定
 
 

場
所
 
白
山
塵
寺
∵
象
潟
白
山
 
 
 

神
社
■
徳
望
殿
、
白
山
菜
化
博
 
 
 

物
魔
、
白
山
中
居
神
社
、
石
敬
 
 
 

白
大
師
堂
（
順
不
同
。
い
晋
れ
 
 
 

も
岐
阜
県
郡
上
市
〕
 
 

菅
二
背
〓
先
憂
 
 

参
加
料
 
島
貫
u
n
望
‖
円
 
 

＃
昼
食
代
・
重
み
 
 

申
込
方
法
 
住
所
・
氏
名
・
連
絡
 
 
 

先
を
電
話
雪
 
 

中
込
締
切
日
 
相
月
1
・
4
日
申
午
後
 
 
 

ヰ
時
 
 

申
込
・
問
合
せ
先
 
歴
史
博
物
館
 
 
 

（
℡
鈷
・
5
5
望
0
）
 
 
 

「小学校の児童用玄蘭と別に  

設けち・れた一般持去開から  

施設に入り蓋すJ  
触感謹誌㌦  ．．  

ち
ょ
っ
と
し
た
「
言
葉
が
け
」
 
 

で
子
供
在
能
事
か
に
育
て
尋
方
法
 
 

章
二
壊
に
考
え
て
み
ま
世
ん
甜
ウ
 
 
 

1
国
旨
亀
子
ー
守
は
「
弄
い
壷
 
 

萱
ば
止
め
る
た
め
に
」
、
2
回
目
 
 

惇
「
患
い
を
伝
克
る
た
由
に
」
で
 
 

す
。
対
象
旺
、
2
回
と
も
参
加
モ
 
 

き
竜
人
郷
原
則
で
す
貯
、
1
回
申
 
 

討
由
奉
加
も
で
吉
ま
す
中
 
 

日
捏
 
何
相
月
1
．
2
日
轡
 
 

奇
相
月
1
・
9
日
啓
 
 

時
間
 
午
瞳
7
暗
1
9
時
 
 

講
師
 
米
沢
里
穂
さ
ん
｛
フ
リ
ー
 
 
 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
 
 

囁
所
 
掌
び
由
里
「
め
い
ウ
ん
」
 
 

蕃
加
割
 
無
料
 
 

申
込
方
法
 
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
 
 
 

た
怯
∈
メ
ー
ル
で
、
住
所
・
氏
 
 

乾
こ
仕
モ
ー
社
会
葉
音
蔑
聴
蒸
す
代
て
辞
 
 

世
ツ
磐
1
強
暴
杏
葉
器
。
両
度
辞
生
涯
に
 
 

わ
た
鼻
撃
習
す
竜
た
池
野
拠
点
と
し
て
、
 
 

椿
樋
的
に
情
報
覚
借
♭
て
い
蒼
ま
す
。
 
 
 

学
校
邸
使
宿
怨
い
時
間
帯
に
一
般
に
開
 
 

放
す
為
特
別
＃
葦
な
ど
屯
利
用
中
山
込
み
 
 

は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
辞
l
痛
♭
て
牽
 
 

け
付
甘
藍
す
。
申
し
込
卦
碍
日
時
埴
、
祝
 
 

月
産
韓
菰
月
経
巳
甜
毎
食
囁
白
鉛
準
備
肌
 
 

時
≡
十
分
瀞
毎
午
後
五
億
十
五
分
。
申
込
 
 

喜
田
提
出
霊
草
哲
昔
辞
、
■
奉
話
で
仮
予
 
 

鞄
曹
雪
誌
監
唇
義
孝
電
 
 

申
込
・
間
置
せ
先
．
生
涯
軍
菌
石
章
毎
－
 
 
 

芸
臨
・
5
さ
昏
且
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テージ  
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f嘩－1111内線181   

食
事
と
運
動
由
関
係
を
学
ん
で
 
 
 

み
ま
世
ん
伊
．
 
 

日
時
 
‖
月
2
日
R
画
午
前
8
時
脂
 
 

分
～
 
 
 

場
所
 
幸
終
着
 
 

奉
加
料
 
ヨ
コ
コ
円
薦
碓
｝
 
 

申
込
締
切
日
 
1
0
月
3
・
1
自
認
 
 
 

申
込
・
問
合
せ
先
 
保
健
衛
生
課
 
 
 

（
℡
6
5
■
丁
3
畠
旦
 
 

■
■
‖
 
 

■
■
r
檀
 
 

望
の
有
無
置
連
結
 
 

申
込
背
切
日
 
1
0
月
Ⅷ
日
車
 
 

中
込
・
間
合
せ
先
 
企
画
課
市
民
 
 
 

協
働
佑
盲
髄
・
1
1
1
1
内
 
 
 

壊
4
3
1
蛋
砧
・
8
3
ア
ユ
 
 
 

巨
メ
ー
ル
 
 
 

言
草
唇
音
宣
告
苫
．
一
巴
p
 
 
 

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
2
1
 
 
 

名
・
謹
軽
先
 
 

「不審者と区別す竜た軌Åり  

で専用の名札を受け取ります」  
も■－■－一－・－・－・－・－・－－－一■－－・つ苧1－－－チ■照一一■■一一碑  

保
育
ル
ー
ム
希
 
 

’
 
 

消防団操法大会に声援庖   
市
内
に
1
年
以
上
住
ん
で
い
る
 
 

人
で
、
い
和
博
岳
護
病
程
ど
曲
治
 
 

療
由
た
め
、
来
年
3
躍
未
ま
で
に
 
 

6
カ
月
以
上
、
入
院
や
通
院
套
鮭
 
 

読
ま
た
昧
継
寵
す
る
見
込
み
由
人
 
 

家
対
象
に
、
特
別
見
舞
金
を
麦
笛
 
 

し
て
い
ま
す
．
詳
し
く
は
問
い
合
 
 

む
世
く
だ
さ
い
。
 
 

申
請
細
腔
 
l
ロ
月
3
1
日
歯
 
 

申
請
・
間
合
せ
先
 
任
偉
衛
生
課
 
 
 

芸
鮎
・
7
塁
蔓
且
 
 

前 月 比  

太
藁
勝
田
壷
叢
 
 

部
聴
異
観
4
日
ロ
森
蕃
如
 
 

♭
て
「
苧
卜
回
東
野
帯
消
防
 
 

雷
雷
若
草
鯖
鞄
彗
諸
 
 

表
宜
．
太
鼓
当
日
」
会
意
菅
 
 

田
声
援
有
畜
廉
い
し
ま
首
。
 
 

8
疇
 
Ⅶ
月
憎
巳
頓
午
蘭
8
 
 
 

膀
†
云
小
雨
決
行
V
 
 

積
商
 
真
名
川
憩
い
ぬ
鼻
 
 

欄
月
㌧
 
加
盟
詞
少
プ
療
法
蘭
 
 
 

部
、
ポ
シ
ョ
車
漫
法
再
訪
 
 

隠
者
せ
先
 
消
散
署
毒
餌
 
 

・
0
1
1
9
｝
 
 

－1世帯  

「27人  

18遥別人  

20．638人  
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P
一
 
●
普
通
教
室
棟
不
苧
種
寺
旦
 
 

■
普
通
賓
宣
 
 
 

戦
皇
横
に
は
オ
ー
ブ
コ
哀
ぺ
1
ス
が
あ
 
 
 

ロ
、
す
べ
て
の
教
室
が
つ
な
が
っ
て
い
 
 

10月15日 越美北線利用促進大会を開催   

’
 
 

客
栢
報
句
闇
襟
首
沼
命
⑥
 
 

学
び
の
里
「
め
い
ロ
ん
」
に
は
魅
力
的
な
施
設
が
 
 
 

た
く
さ
ん
あ
n
三
ま
す
。
そ
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。
 
 

平
成
十
九
年
産
の
で
き
甚
だ
け
 
 

早
い
臍
期
の
全
線
復
旧
を
日
清
し
 
 

て
工
事
が
進
竜
「
越
薫
北
緑
」
。
 
 
 

市
で
は
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
 
 

距
コ
て
未
会
春
闘
催
し
ま
す
。
 
 

旦
程
 
川
岸
1
5
日
◎
午
前
柑
時
3
0
 
 
 

分
～
午
後
3
時
3
0
分
 
 

場
所
 
有
棒
金
鹿
 
 

内
容
 
講
演
と
写
票
数
室
 
 

▼
午
前
1
叩
暗
部
分
L
講
演
 
 
 

演
題
．
鉄
道
の
魅
力
・
□
－
カ
 
 

ル
楳
の
旅
そ
の
楽
し
さ
 
 
 

璃
師
 
南
正
晴
喜
ん
 
（
鉄
道
カ
 
 

メ
ラ
マ
ン
）
 
 

▼
午
後
1
時
3
0
分
廿
ら
南
さ
ん
由
 
 
 

写
真
教
室
（
先
着
2
0
人
。
宰
前
 
 
 

申
込
必
要
）
が
あ
ロ
ま
す
。
詳
 
 
 

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 
 

申
込
・
問
合
せ
先
 
商
工
振
評
課
 
 
 

公
共
交
通
係
⊥
由
鮎
・
1
1
1
 
 
 

ら
 
 

日
時
 
相
月
2
2
日
⑯
午
前
甘
陪
～
 
 
 

柑
暗
部
分
宇
告
が
ん
と
乳
が
 
 
 

ん
撞
語
は
午
前
日
時
御
中
⊥
 
 

囁
所
 
文
化
会
寵
 
 

■
 
 

1
D
月
帽
目
か
ら
毘
日
は
「
行
政
 
 

相
談
週
間
」
で
す
。
 
 
 

行
政
相
談
委
員
は
、
官
公
署
の
 
 

仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
、
要
 
 

望
な
ど
香
お
聞
き
し
ま
す
。
相
談
 
 

は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
 
 

定
例
相
談
 
 
 

日
時
 
毎
月
第
1
・
3
木
曜
白
 
 
 

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
Ⅶ
分
 
 
 

場
所
 
天
神
館
（
大
野
市
社
毒
 
 

福
祉
協
議
会
横
）
 
 

行
政
相
謹
委
員
（
敬
称
略
〕
 
 

▼
末
永
吾
妻
代
 
川
合
1
6
－
2
 
 
 

蒜
7
8
一
2
－
7
⊥
 
 

▼
吉
田
と
み
子
 
本
町
3
－
1
 
 
 

蒜
6
6
▲
3
2
6
ユ
 
 

▼
三
宅
嵩
 
天
神
町
7
－
4
 
 
 

芸
砧
▲
0
5
日
且
 
 

聞
合
せ
先
 
企
画
課
企
画
政
策
俵
 
 
 

芸
甲
1
1
1
1
内
緑
4
3
且
 
 

－
●
 
 ま

す
。
敦
醤
ご
と
に
仕
切
巻
こ
と
も
で
 
 
 

吾
ま
甘
。
 
 

▼
教
藁
・
撃
ヰ
 
 

教
室
外
昭
デ
ッ
キ
膝
深
い
軒
が
出
て
お
 
 

臼
、
周
辺
昭
監
命
中
竜
山
と
■
怨
景
観
 
 
 

に
調
和
し
た
構
造
た
在
コ
て
い
ま
す
響
 
 
 

特
に
喜
は
諜
b
宅
感
じ
竜
†
J
と
邸
官
尊
 
 
 

ま
す
。
爪
海
扇
効
果
旭
 
 
 

こ
芽
車
聞
耳
・
■
彗
 
 

■
■
〓
〓
 
 
 

ラ
ン
チ
址
1
血
性
百
九
十
席
あ
臼
、
岩
 
 
 

島
を
愛
惜
で
食
代
る
ほ
甜
、
醍
に
諮
る
 
 

調
理
教
室
膏
作
っ
た
料
理
香
登
ペ
為
哀
 
 
 

代
－
講
と
b
官
制
用
音
量
己
と
範
膏
轟
 
 

奉
書
 
 

▼
豪
華
呈
墓
室
 
 

垂
些
二
百
席
暫
甘
露
袈
萎
蟄
あ
 
 
 

学
校
行
事
畢
コ
ン
サ
ー
ト
疎
ど
に
利
用
 
 
 

で
き
ま
富
應
い
す
妹
必
要
に
応
じ
て
撤
 
 
 

去
す
各
己
と
も
で
善
意
す
中
 
 
 

萱
‡
寧
・
≡
耳
声
祷
シ
タ
暮
 
 
 

三
〓
パ
誌
ケ
顔
中
〓
■
面
、
パ
ド
主
豆
ト
 
 
 

ン
六
面
ま
で
利
用
で
書
ま
す
瞥
膵
に
茹
 
 
 

尋
三
－
テ
ィ
顎
夕
室
萄
合
ゎ
せ
て
利
用
 
 
 

で
蒼
ま
富
。
 
 棟

〓
腔
と
の
井
畏
 
 

●
筋
力
ト
レ
ー
一
丁
ノ
ダ
載
重
 
 
 

日
時
 
1
0
月
2
6
日
～
1
1
月
1
6
日
 
 

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
と
1
1
月
 
 
 

2
2
日
審
午
後
丁
特
認
分
～
 
 
 

場
所
 
武
井
パ
ワ
ー
ジ
ム
 
 
 

対
象
 
m
苗
代
～
3
0
歳
代
男
性
 
 
 

定
員
 
1
5
人
n
先
着
）
 
 
 

蓉
加
科
 
5
0
0
円
〔
俣
暁
科
）
 
 
 

持
古
物
 
タ
オ
ル
 
 
 

申
込
締
切
日
 
Ⅷ
月
貴
日
画
 
 

●
男
の
料
理
敢
皇
 
 
 

日
時
 
相
月
3
1
日
薯
午
後
7
時
 
 

～
午
後
9
時
 
 
 

辱
所
 
動
労
苦
少
年
ホ
ー
ム
 
 
 

定
員
 
1
5
人
完
善
 
 
 

呑
加
科
 
5
0
0
円
 
 
 

持
ち
物
 
エ
プ
ロ
ン
 
 
 

申
込
締
切
日
 
相
月
2
7
日
車
 
 

中
込
・
問
合
せ
先
 
勤
労
士
一
日
少
年
 
 
 

ホ
ー
ム
盲
6
5
■
7
2
2
⊥
 
 

■
■
■
 
 
■
－
 
 

内
容
 
生
活
習
慣
病
催
語
、
胃
・
 
 
 

大
曝
・
子
宮
・
乳
邸
ん
検
藷
 
 

申
込
方
法
 
当
日
、
問
診
票
町
提
 
 
 

出
が
必
要
で
す
。
持
コ
て
い
な
 
 
 

い
人
蛙
電
話
で
 
 

申
込
締
切
日
 
Ⅶ
月
1
9
日
車
 
 

申
込
・
聞
合
せ
先
 
保
健
衛
生
課
 
 
 

芸
6
5
・
7
3
3
且
 
 

栗
嬬
篇
妃
薗
凄
産
己
展
 
 

l
－
 
 

・
施
設
重
体
甜
萌
岳
宅
感
仁
志
 
 

・
闇
放
感
が
鹿
町
患
苦
し
V
喘
い
 
 

ニ
コ
ン
チ
ル
ー
ム
壷
利
用
し
て
、
 
 
 

宇
県
民
ち
と
誓
査
読
童
な
ど
 
 
 

壱
開
催
し
苫
ほ
し
い
 
 

・
プ
1
山
奄
軽
ス
ポ
ー
ツ
室
と
し
 
 
 

て
牢
観
制
限
で
き
呑
助
辞
良
い
 
 

・
ト
イ
良
好
近
く
に
あ
っ
で
居
い
 
 

」
■
■
」
 
 

・
ガ
吉
見
囁
骨
睦
月
薗
不
自
由
な
 
 
 

人
に
は
畠
宅
導
い
年
子
供
た
竜
 
 
 

屯
集
中
し
忘
監
草
書
在
い
 
 

・
除
雪
聴
ど
、
雪
へ
釘
対
応
 
 

・
壁
が
白
V
、
汚
れ
て
し
ま
う
 
 

・
職
持
管
理
黄
辞
掛
諌
臼
吾
ぎ
岳
 
 

・
「
光
匪
」
承
－
ス
が
利
用
で
 
 
 

蓮
ず
竜
コ
た
い
番
い
 
 

穎
光
寧
L
昧
明
却
口
春
と
番
長
故
に
設
置
し
た
空
席
薗
こ
と
菅
す
 
 

儀膏撫  雅樹葡光軸プラタ由瀧定  
…・・・・t……・叫……ユ……‥－‥・小…・・・・・＝・・・・－・・・・・・・叫 事   ●■■■●●●●■●■■■■■■．■■■■■●■■■■   」■…・・・・・・・・・・J・；‾・・・・・…・J・んユ  

塵青郷蕃恵埠聯帯革J密葬  
華倖筆車重鞋囁・一肇棋掛嘩綿  

密暗咤蘭岳覿1嘩韓琴軋赤恥  

＃生血貞 里人  

応芽海路市卿醜、長官．尼関   
心時奉重夫  

嚢囁撫同 零堀部番目吾一判断開閉用談守   

備匪軌撃春吉醸乱国程済南摩す患索感  

応組 成野市昭島覇睡にコい若輩恕  
弓出掛葡；哺酵韓密駐ま址、任   
所・鵡・常酔・感毎春記九b車軸芳   
蓉蕪茫妹謝  

嘩嘲打1明泡日轡嘩何首番噂話戯潜）  

席   

庵叢・軸軽重蓑輌韓韓蹄  甲撃・平間由軸輔   
〒斯けユ覇闇窮 ま曹姉娘訂Tl－1  

聯琴推匝す巻た酎弼暗ブラ剖  

l噛輌♯を進払乱憶す。専臥一宮革ん印  
意見壱陣く闇括毒J嘩異を寒集します。   

暮▲人■ 2人  

蒔蕎贅措 市内に住凸20歳且L上で、葡光に関   
心蔚轟轟A  

畢嘱期間 畢嘱す愚巳～平成19年3月孝で   

軸間敷板括垂壷3個蕎開催富者予前  

席専帯韻 r大野市中観光推進について塁赴   

已と」謹〒－マに噸D宇程度に東と劫、任   

所・氏名・・年齢・電話番号を記入し匡準嘩  

■車寵売店選対  

僅棺竜離脱  

せ  

f丘髄・1111内線161）  

〒9岬一朗自白 士軒市芋袖町1－1   
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⑳h▼  
▼
フ
ー
ル
■
什
翳
ユ
帯
L
聖
悪
 
 
 

」
八
月
伊
ら
九
月
束
ま
で
は
屋
内
プ
ー
ル
 
 
 

と
し
て
、
十
月
か
ら
翌
年
五
月
未
ま
で
 
 
 

は
軽
ス
ポ
ー
ツ
室
と
し
て
利
用
で
き
表
 
 
 

す
。
軽
ス
ポ
ー
ツ
童
陳
人
工
芝
寄
教
書
 
 
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
■
甘
体
操
な
ど
の
利
用
が
 
 
 

で
き
ま
す
。
 
 

施
十
月
一
目
却
ら
十
日
ま
で
は
入
れ
唇
真
 
 
 

作
菓
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
 
 

▼
兼
崖
科
圭
・
■
騎
王
者
 
 
 

授
業
モ
使
う
圧
加
1
公
民
館
事
業
申
自
 
 
 

主
甘
－
ク
ル
の
活
動
の
囁
と
し
て
利
用
 
 
 

で
き
ま
す
。
 
 

†
庸
王
・
塾
■
 
 

成
形
か
ー
h
蕗
芸
墓
に
よ
奇
特
嘩
重
雪
 
 

一
握
田
作
業
層
倖
畢
す
華
L
と
鄭
で
替
 
 

コト割という軽くて至ら秒い覿在使います。相手  

の体由どこでもいし1ので剣呑当て丞亡勝ちに奄ロ  

ます。   

－－やってみようと思った＿幸っかけは   

平成15年に福井市内で募集してし1た体崇講座の  

案内香果て、運動不足酔消にいい甜なと思って始  

めました。ニュースなどでこの尭珪のことは却っ  

ていましたし、到達雇やっていたので興味はあロ  

ました。   

－この競技の魅力は   

楓えも戦し1方も決ま日印琴い由モ、自分の自由  

な発想で戦元るの研一苺の魅力です．大会でいろ  

いろ・な選手と戦い表す肌選手の数だけ戦法甜あ 

るのでおもしうし1です屯。ルールが単純で、用具  

辞軽し1ので年齢や性別に関係轟く楽し曲るし、安  

全性の高い用具香値コてし1る侶で、思い切ロたた  

力、れても痛くないⅢもし了いです串。   

－今後の目無骨聞かせてください  

1D月に福井県大会郷間かれ舌咽で、し1い成頴を  

環」たいです拍。11月に世界中の人と戦える大畠  

が聞かれる侶ですが、挑戦してみたいです。  

ス
ポ
ー
■
営
空
電
充
苦
芸
宇
展
 
 

床が上がり、人工芝亀裂くことで轟ス  

ポーツ宝として制用で幸る見向す一ル  

松本 育倫さんt3疇．高砂租   

枇料引地鼓 7月9白に行恕柁た県民真東一畳  

宗スボナツチャンノーラ十瞭小大力の部で3拉に、  

」牒得物自．由の酢モ2位に入賞し幸せた。  

－一二束ボーッチャンパラとは   

剣道と似乱1ます軌竹刀の代わq・に工芦－リ  

√一っ・J腑＞卓二・・：・ ・ヽメ＿一ゝ［・  －′、、、・  1－「．「ノ．．－、  ・ゝ一：車噂■㌔■   

〓
繭
掛
■
一
 
 

本
朝
烏
龍
梅
∧
拝
具
宮
子
）
沢
産
爪
火
葡
準
 
 

志
｝
蕃
雲
甘
†
諾
∧
瀬
尾
煮
い
こ
】
東
京
タ
 
 

モ
ギ
巾
級
木
津
㌣
試
由
嵐
階
二
森
村
誠
〓
 
 

ざ
富
民
二
川
上
弘
華
下
町
重
遷
宮
眉
初
 
 

の
幻
爪
魚
阪
鬼
－
鎚
叫
ギ
リ
才
ム
帯
封
モ
封
 
 

書
工
一
右
左
壷
聾
 
 

了
ン
h
▲
ィ
訂
y
ヨ
皇
■
一
 
 

廿
ぜ
エ
さ
ん
の
昭
和
〔
臨
昆
僅
輔
■
語
頭
慎
 
 

吾
作
蜃
窟
萄
忌
渾
番
崇
高
訪
露
 
 

一
乗
）
宇
宙
控
業
（
中
川
人
司
〕
帰
還
世
ず
 
 

（
青
沼
隙
一
郎
u
歴
史
に
気
候
在
読
由
｛
苦
 
 

寒
正
撃
こ
こ
ろ
の
格
差
社
会
完
厨
純
喜
 
 廊

適
面
書
館
 
 

・
【
児
章
臨
書
】
 
 

小
さ
在
魔
法
の
琴
つ
苦
（
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
）
 
 

海
賊
の
息
子
〔
マ
コ
ッ
ク
ラ
ン
）
タ
ロ
リ
ユ
 
 

の
曜
（
茂
市
久
美
子
）
町
か
と
■
の
ジ
ム
〔
フ
 
 

ァ
ー
ヲ
ヨ
ツ
〕
ジ
ャ
ー
タ
カ
勧
誘
八
辻
直
四
 
 

郎
）
田
丸
香
草
口
鱒
つ
〔
ク
レ
ア
ム
）
怨
ず
 
 

み
小
僧
六
世
（
皇
新
〓
 
 

言
草
－
 
 

た
ぺ
萄
∴
谷
川
優
太
戯
）
屯
己
の
パ
・
ン
申
さ
 
 

ん
〔
シ
モ
ン
ズ
）
き
よ
う
ロ
位
た
ち
が
甜
ぜ
 
 

奄
ひ
い
た
⊥
∃
－
レ
ン
）
ち
び
す
け
ど
っ
こ
 
 

い
（
こ
ば
や
し
見
み
こ
〕
真
昼
の
事
二
ト
ム
 
 

ソ
三
ア
ン
ジ
エ
ロ
（
マ
 

ふ
か
れ
て
（
今
江
祥
智
）
 
 
 

そ
の
他
、
二
百
四
十
五
冊
入
口
ま
し
た
。
 
 

織田信長を知る上でなくてはならない史料鄭r信長  

公記」です。今月はモの現代謡訳者紹介します。   

これは信長闇葡臣であった太圧牛一打、白身曲目言己  

在元にして江戸時代の始め己引こ書いたものです。大  

馬鹿者と呼ばれていた青年期卸ら本能寺で亡くなるま  

で、戦し1に明l士暮れた信長亀様子辞書かれています。   

盾長と朝倉萄景の戦し1の様子や、信長が「念森島直  

に大野郡の三労昭二壱与えた」という記載もあロ、歴  

史史料として町価値はもちろん、信長の伝記や軍記物  

革としても楽しめる奉です。平成3年に周出版社加ら  

原文の善書下し淀も出版苦れてし1ます。  
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【
日
高
 
 

－－－  

＝前螢喝■  
丸顔竜楽しみ隊  

中
一
 
 

ま
す
。
 
 

準
特
別
丑
室
棲
む
廊
下
陪
展
器
用
束
ル
甜
 
 
 

謹
直
で
き
高
度
毒
に
な
っ
モ
い
ま
事
。
 
 
 

自
主
廿
－
ク
ル
申
公
民
館
文
化
活
動
な
 
 

ど
申
作
品
馨
昼
前
し
、
成
果
発
表
四
境
 
 
 

と
し
て
卸
拐
嵩
主
星
弄
す
 
 
 

一
生
涯
学
習
・
公
民
龍
・
損
聴
覚
 
 

一
．
フ
ィ
ブ
ラ
リ
ー
 
 

■
乱
筆
妄
■
中
｝
 
 

和
室
は
東
二
五
十
四
畳
〕
と
中
 
≡
一
十
 
 

」
ハ
畳
）
貯
あ
ロ
、
自
主
廿
－
ク
ル
活
動
 
 

に
利
用
で
き
ま
す
。
和
室
｛
中
）
 
に
は
 
 

薫
連
用
備
部
あ
吐
ま
首
。
 
 

・
洋
室
｛
責
■
・
中
・
へ
．
 
 

■  

－
1
r
r
 
 

洋
室
は
大
〓
ハ
十
人
「
中
（
四
十
人
〕
、
 
 
 

小
二
室
（
十
二
人
〕
の
由
室
が
あ
ロ
、
 
 
 

去
議
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
 
 

一
う
空
っ
プ
垂
 
 
 

「
み
ん
ス
ポ
ク
ラ
ブ
」
の
事
務
局
が
利
 
 
 

用
し
ま
す
。
 
 
 

平
成
十
五
年
に
「
フ
ォ
ー
フ
ム
 
 

吾
妻
の
詰
」
が
開
催
苫
れ
、
市
内
 
 

外
か
ら
多
く
の
人
が
和
泉
地
区
に
 
 

集
ま
ロ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
参
Ⅲ
 
 

者
が
中
心
と
な
コ
て
、
和
泉
地
区
 
 

の
自
然
に
親
し
み
、
交
流
を
深
め
 
 

よ
う
と
結
成
さ
れ
た
の
が
「
九
語
 
 

竜
楽
し
み
隊
」
で
す
。
 
 
 

会
の
名
称
は
自
黙
と
共
生
し
な
 
 

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
継
続
し
 
 

て
菓
し
み
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
 
 

名
付
け
ま
し
た
．
現
在
市
内
外
由
 
 

メ
ン
バ
ー
約
六
十
人
で
活
動
し
て
 
 

い
麦
す
白
 
 
 

会
が
管
理
す
る
交
流
フ
ァ
ー
ム
 
 

甜
国
道
1
5
日
号
沿
い
に
設
置
さ
 
 

れ
て
い
ま
す
。
交
流
フ
ァ
ー
ム
で
 
 

は
和
泉
地
区
の
特
産
品
で
あ
呑
穴
 
 

馬
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や
穴
馬
か
ぶ
 
 

ら
の
懐
か
、
季
節
に
応
じ
た
野
菜
 
 

春
作
コ
て
い
ま
す
。
収
梧
時
期
に
 
 

は
八
一
ぺ
‡
ユ
ー
を
し
な
が
ら
メ
 
 

ン
バ
1
の
査
読
を
深
め
て
い
る
そ
 
 

う
で
す
。
「
私
旺
遠
江
而
に
住
ん
 
 

で
い
る
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
知
 
 

り
合
い
に
誘
わ
れ
酒
動
に
参
加
し
 
 

ま
し
た
。
農
作
業
や
親
ぽ
く
を
重
 
 

砲
て
い
く
う
ち
に
、
今
で
は
和
泉
 
 

地
区
は
心
の
別
荘
と
言
え
る
よ
う
 
 

に
な
ロ
ま
し
た
屯
」
と
メ
ン
バ
ー
 
 

三
遷
‡
■
ラ
イ
ブ
一
っ
リ
・
 
 
 

各
種
橙
誌
面
台
し
出
し
や
ビ
デ
オ
編
集
 
 
 

が
で
吉
ま
す
。
放
送
大
学
在
裾
監
す
る
 
 
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
 

墟
一
階
ロ
ビ
1
に
あ
る
大
型
デ
イ
ス
プ
レ
 
 
 

イ
〔
萱
地
球
博
で
使
用
し
た
も
の
■
）
否
 
 
 

も
、
放
送
東
学
を
視
聴
す
る
己
と
が
若
 
 
 

き
ま
す
 
 

の
一
人
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 
 
 

宗
た
今
年
は
「
却
か
し
コ
ン
ク
 
 

ル
」
在
抑
め
て
開
催
し
幸
作
ロ
 
 

ー
 
 

の
か
か
し
を
募
集
し
ま
し
た
。
和
 
 

泉
地
区
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
九
頭
 
 

竜
紅
葉
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
る
十
 
 

月
二
十
九
日
ま
で
、
市
内
外
廿
ら
 
 

応
募
の
商
っ
た
ユ
ニ
－
ク
な
作
品
 
 

十
七
体
甜
交
流
プ
ア
ー
ム
に
展
示
 
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
将
来
は
Ⅳ
か
し
 
 

を
増
や
し
て
、
か
廿
し
マ
ッ
プ
を
 
 

作
ロ
た
い
で
す
屯
．
如
か
し
を
貝
 
 

に
行
く
こ
と
で
重
か
な
自
然
と
触
 
 

れ
合
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
拍
」
 
 

と
代
表
町
新
井
佳
威
さ
ん
。
 
 

そ
の
ほ
甜
、
メ
ン
バ
ー
の
発
案
 
 

で
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
手
 
 

打
ち
そ
ば
の
店
在
出
し
て
い
ま
す
。
 
 

三
年
前
か
ら
九
頭
萄
紅
葉
ま
っ
り
 
 

に
も
出
店
し
、
今
で
－
ま
お
な
じ
み
 
 

に
。
今
年
桂
台
備
後
初
由
て
開
か
 
 

れ
た
大
野
そ
ば
ま
っ
り
に
も
出
店
 
 

し
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
「
さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
 
 

ト
L
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
四
国
 
 

自
を
迎
え
た
今
年
は
、
琴
や
≡
昧
 
 

捉
の
漬
菜
を
菓
し
琶
「
塩
の
調
べ
」
 
 

奇
聞
催
し
ま
し
た
。
 
 
 

会
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
は
 
 

新
井
富
ん
（
℡
7
8
・
2
0
6
旦
 
 

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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表妄‾■  
士野市琴声果堪野鶴屑篭牢奉  長

音
巷
展
誓
書
 
 
 

田
月
に
施
行
さ
汽
た
支
援
法
で
は
、
三
 
 

障
害
の
廿
－
ビ
ス
〓
Ⅱ
化
の
ほ
か
、
原
則
 
 

一
割
由
利
用
音
色
担
、
就
労
支
援
な
ど
を
 
 

掲
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
利
用
者
本
位
の
 
 

廿
I
ビ
ス
体
系
に
再
編
し
、
羊
蹄
き
や
基
 
 

準
の
明
確
化
在
学
げ
て
い
ま
す
。
 
 
 

で
は
一
体
ど
由
よ
う
に
手
続
き
す
祖
ば
 
 

良
い
の
で
し
卓
つ
打
。
ま
ず
臆
、
市
役
所
 
 

社
会
福
祉
課
に
廿
－
ビ
ス
香
登
廿
竜
た
め
 
 

の
相
談
香
し
て
く
だ
さ
い
。
市
で
は
、
こ
 
 

れ
ま
で
身
体
、
知
的
、
精
神
そ
れ
ぞ
れ
の
 
 

相
談
支
援
者
行
コ
て
い
た
告
支
援
セ
ン
タ
 
 

ー
の
職
員
専
一
人
ず
つ
配
置
し
、
社
会
福
 
 

祉
課
内
に
■
「
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
 
 

奄
設
置
し
ま
し
た
廿
 
 
 

何
か
困
っ
た
こ
と
群
志
托
ば
、
気
軽
に
 
 

ました   

こ
れ
ま
で
身
体
、
知
的
、
精
神
の
障
害
別
に
提
供
臣
れ
 
 

て
い
た
福
祉
廿
I
ビ
ス
を
ひ
と
ま
と
他
に
し
、
障
害
印
あ
 
 

る
人
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
高
よ
 
 

う
支
援
者
轟
こ
と
費
目
的
と
し
た
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
 
 

が
抱
月
に
施
行
車
れ
、
十
月
か
ら
は
障
害
の
程
度
に
応
じ
 
 

た
廿
－
ビ
ス
提
供
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 
 
 

制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
、
甘
－
ビ
ス
を
壁
は
る
た
め
野
 
 

手
続
き
の
方
法
な
ど
直
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 
 

サ
ー
ピ
見
内
幸
畳
洗
車
 
 

自
宅
で
訪
問
介
護
∴
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
 
 

香
受
け
た
い
と
却
、
施
設
で
訓
辞
し
た
い
 
 

な
ど
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
訣
革
っ
た
 
 

ら
、
社
会
帯
祉
認
に
障
害
程
度
直
射
二
そ
 
 

の
人
に
ど
由
■
く
ら
い
甘
－
ビ
ス
郡
必
要
な
 
 

状
態
伊
）
菅
決
定
す
竜
た
め
の
甲
講
を
行
 
 

い
ま
す
。
申
謁
す
竜
と
認
定
調
書
と
概
況
 
 

調
査
の
た
由
惑
査
員
甜
訪
問
し
、
聞
き
取
 
 

ロ
を
行
い
ま
す
。
 
 
 

訓
練
を
希
望
す
る
場
合
は
調
査
暗
黒
奇
 
 

具
に
廿
－
ビ
ス
内
容
審
決
定
し
ま
す
。
介
 
 

ま
廿
－
ビ
ス
車
希
望
す
香
場
合
修
1
か
細
 
 

ロ
コ
廿
医
に
悪
鬼
害
者
求
め
、
零
蛮
会
に
 
 

障
害
程
度
区
分
由
判
定
を
依
癒
し
ま
す
。
 
 
 

宰
賓
会
昧
東
野
■
勝
山
地
区
広
域
行
政
 
 
 

■
 
 

社
会
福
祉
諌
ま
で
相
談
 
 
く
だ
さ
い
。
 
 

て
面
番
観
察
用
の
プ
ラ
ン
タ
ー
が
 
 

並
ん
で
い
ま
す
。
二
年
二
埴
の
杏
 
 

ラ
ス
で
は
、
六
っ
の
班
に
労
却
弟
 
 

て
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
 
 

イ
チ
コ
額
ど
船
種
ま
き
か
ら
水
や
 
 

り
∵
収
穫
ま
で
鉛
過
竜
密
ま
と
ぬ
 
 

た
新
聞
春
作
製
し
、
廊
下
に
掲
載
 
 

し
て
い
ま
す
p
 
 
 

新
聞
に
は
実
理
な
っ
た
感
動
や
 
 

葉
直
観
っ
た
感
性
轟
ど
が
文
章
と
 
 

綜
で
表
現
し
て
轟
ロ
、
「
キ
ュ
ウ
 
 

リ
叩
昆
坪
庭
掛
っ
た
」
と
、
全
員
 
 

で
食
代
た
蒔
田
様
子
群
書
い
て
轟
 
 
 

■
■
■
■
■
■
■
＝
 
＝
 
 
 
 
 
■
●
一
－
－
■
■
■
－
■
■
■
－
●
一
■
●
●
一
■
■
■
●
■
▲
 
 

地
場
産
頑
蔑
香
蛙
じ
蛤
、
さ
ま
 
 

ざ
ま
客
体
宮
津
動
を
通
し
て
、
子
 
 

供
正
室
瞳
「
負
」
に
対
す
る
気
持
 
 

ち
に
変
化
甜
出
て
き
て
い
ま
ず
。
 
 

そ
町
取
甘
植
村
蓉
紹
許
し
ま
す
．
 
 

地
場
産
物
活
用
し
た
宇
校
結
党
 
 

～
有
終
束
小
串
取
り
粗
品
痘
通
古
て
⑳
盲
 
 

育
て
古
楽
し
吉
 
 

「
五
感
」
で
宇
ぶ
 
 

巷
サ
ー
ビ
ス
田
瞳
顆
 
 

己
と
の
国
教
や
時
間
）
を
決
め
て
受
給
者
 
 

証
に
記
載
し
送
付
し
ま
す
も
 
 
 

塔
お
、
申
請
か
ら
支
給
量
決
定
表
で
の
 
 

調
査
在
ど
に
要
■
す
奉
賛
用
の
個
人
色
担
任
 
 

あ
ロ
ま
せ
ん
．
 
 
 

利
用
者
鼠
色
は
廠
則
一
朝
・
 
 

受
給
者
認
に
は
廿
－
ビ
ス
の
種
類
や
支
 
 

給
量
鄭
記
載
さ
れ
モ
い
ま
す
。
利
用
す
尋
 
 

廿
1
ビ
ス
華
美
着
直
選
択
し
■
、
契
棺
を
結
 
 

ん
で
サ
ー
ビ
ス
直
利
用
し
ま
す
。
甘
－
ビ
 
 

ス
に
粗
却
香
車
用
佐
世
ー
ビ
ス
の
種
類
や
 
 

利
用
す
る
人
の
障
害
程
度
僅
分
に
よ
っ
て
 
 

異
笹
口
ま
す
。
利
用
者
は
掛
か
コ
た
乗
用
 
 

の
原
則
一
別
を
負
担
し
ま
す
。
 
 

拭
所
得
に
応
じ
て
利
用
者
負
担
額
に
上
限
 
 
 

が
ぁ
り
ま
す
合
評
し
く
惇
相
講
暗
に
確
 
 
 

認
し
て
宅
だ
き
い
 
 

問
合
せ
先
 
社
会
福
祉
讃
社
章
福
祉
係
 
 
 

盲
鎚
・
1
1
1
1
内
線
4
7
旦
 
 

■
 
 

l
 
 

■
■
■
 
 

活
動
家
遷
し
て
感
じ
た
こ
と
春
、
 
 

岬
 
轟
に
掃
っ
て
家
族
に
話
し
ま
す
。
 
 
 

事
葦
組
合
に
讃
置
。
 
 

市
で
は
、
そ
こ
で
出
 
 

さ
れ
た
結
果
と
申
請
 
 

者
の
要
望
・
状
況
な
 
 

ど
を
勘
案
し
て
、
そ
 
 

の
人
に
必
要
在
支
給
 
 

毒
〓
カ
月
に
曳
け
 
 

二
年
生
の
子
供
た
ち
に
観
い
た
 
 

と
こ
垂
、
全
貢
が
揺
業
甲
侍
浜
活
 
 

動
奄
通
し
て
食
べ
物
に
対
す
る
気
 
 

括
ち
に
変
化
甜
起
っ
た
と
答
ぇ
ま
 
 

し
た
．
七
月
に
翼
施
し
た
、
市
内
 
 

町
豆
画
工
囁
へ
の
見
学
の
横
手
在
 
 

家
族
に
話
し
た
子
供
妹
全
体
由
約
 
 
 

育
モ
古
壷
し
芭
在
肌
モ
学
ん
だ
よ
 
 

う
で
し
た
。
 
 

眉
毛
の
屯
あ
ロ
ま
し
た
巾
 
 

自
分
で
感
じ
た
 
 

「
喜
び
」
伝
え
ち
 
 

串
値
簸
 
 

自
分
で
 
 
七
割
に
上
n
て
中
に
は
「
そ
の
日
 
 
 

に
豆
腐
在
轟
い
に
行
っ
た
」
と
か
 
 
 

「
顔
族
に
も
箆
ぺ
て
も
ら
い
た
い
」
 
 
 

な
ど
和
意
見
屯
出
ま
し
た
中
 
 

一
 
宗
た
、
斡
八
割
田
子
供
が
自
分
 
 
 

や
親
類
鉛
豪
な
ど
で
野
菜
な
ど
春
 
 
 

作
っ
て
い
モ
、
そ
笹
つ
ち
由
ほ
㌢
 
 
 

ん
ど
由
子
辞
実
際
に
器
コ
た
こ
と
 
 
 

併
呑
轟
と
野
元
ま
し
た
。
作
コ
て
 
 
 

い
春
物
怯
ユ
イ
カ
、
ナ
ス
、
ト
マ
 
 
 

ト
督
ど
謹
ま
ぎ
ま
菅
昔
郷
、
ケ
と
 
 
 

れ
た
て
怯
お
い
し
い
ル
亡
感
じ
て
 
 
 

い
る
宇
ぽ
好
日
で
し
た
。
 
 

三
国
に
わ
た
ロ
謁
載
し
て
き
ま
 
 
 

し
た
「
地
垣
産
物
活
用
し
た
学
校
 
 
 

給
食
」
は
今
回
で
韓
了
し
ま
す
。
 
 

ー「コーンしゆ≡  

うまいJ肘」に弓  

挑戦する子供た】  

ち缶 懐でもや≡  

ってるよ」と言‡  

いなガら、使用；  

した食弄在ど章；  

芋鮎く片付け1  

る輩も見られ雇：  

したb  
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恩
 
 

国
で
は
、
地
方
分
植
香
椎
進
す
る
た
め
、
 
 

三
位
一
体
改
革
の
一
環
と
し
‖
て
、
個
Å
所
 
 

得
課
税
の
抜
本
的
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
 
 

す
。
 
 
 

所
得
税
計
ら
市
・
県
民
税
へ
の
■
ニ
ー
兆
円
 
 

親
模
の
闇
慮
議
を
行
う
た
地
、
来
年
度
 
 

爾蘭誤渠≡  
it喜：＝亡L－」」l」一  己∴亡二：：ゴ  

■  ＿「■亡；、■t■1■  

l雫埴  

l  

■
到
 
 
 

■
 
 

首
曹
転
筆
舌
熱
学
甲
殻
這
花
 
 

に
伊
部
恕
見
直
厨
仁
恵
当
直
患
菩
 
 

■
借
手
嘩
質
草
笥
 
『
要
竺
左
講
 
 

右
に
蒼
爵
密
滅
し
若
葉
し
豊
麗
恵
 
 

山
轟
＃
彗
層
牒
凝
滞
藍
課
曝
首
も
 
 

毎
お
】
コ
藍
、
雷
独
自
菅
採
用
日
 
 

古
い
愚
ぬ
耕
「
整
理
解
載
育
♯
 
 

蓮
鼻
」
ず
嘗
。
一
般
的
に
陸
楓
L
 
 

T
寵
論
詰
造
浄
型
吉
腕
首
静
 
 

聴
揖
舟
深
山
缶
患
い
康
す
廿
1
A
 
 

L
T
蛙
中
学
校
へ
由
某
詰
給
専
蓉
 
 

圭
狸
召
絢
ど
し
で
い
て
、
県
廿
う
 
 

蒸
聾
蕃
祖
甘
い
表
音
．
 
 
 

市
茫
昧
平
成
干
一
年
に
、
金
レ
 
 

イ
ガ
・
シ
ガ
封
達
由
毒
し
茫
 
 

戯
潜
葺
都
守
宮
培
島
怯
≡
年
で
 
 

し
鞋
申
告
沿
設
、
エ
リ
暫
・
官
甘
 
 

辛
1
謹
抱
ど
封
キ
ト
出
鼻
・
ハ
y
 
 

セ
シ
謹
ん
修
二
年
間
採
用
。
香
し
 
 

て
背
回
、
八
月
に
諜
用
し
走
ア
メ
 
 

リ
力
出
身
噂
メ
†
ガ
ン
・
バ
ー
ガ
 
 

I
謹
ん
で
臨
九
日
で
す
疇
 
 

■
r
 
摘
紺
紺
酢
乱
 
 

▲
「
 
 

税
制
改
正
で
所
得
税
か
ら
市
・
県
民
税
へ
 
 

・－ 誼L：：－  市・肌尉軋＿＿＿ 

稜新陽   」腰  声軒＝  ＝二躁印譜  l   ‖l税率  

～ ヨ印面円．．以下  ■・I  丸牒斡万円  

∃細方円        － 9由万円   碧  牽嘩円■サ■・棚方．円■■  1■醜 

白地万円  誠髄  刊船方円．ヰ  璃軋   

柑00万円  軍平準  

市
・
県
民
税
の
税
率
が
一
律
1
0
％
に
 
 

l
 
 

干ラ＝‡■二⊥L■ ∃1 ■  
■■  市・ホ丘税  
■  

＝欄購所緑  横車   ≡、；－－■；  観串 

鵬l鱒万円以下  5％   

l貼万円謹†・畠卸万円   10％  一律  川鴨  

試相方円 ～ 6貼万円   空○％  

弛0万円 －1思血万円   考慮した減額滑津を実施  

1．8亡氾万円 【   401池  

■6拓万円 一－ 9叩万円   

其全世帯で人的控除切董卓     【窓≡】                   2ユ一弘      3計嶋  

■
 
 

現
七
普
耳
昔
鳥
類
置
豊
儲
等
 
 

量
己
と
に
票
蓋
筒
衰
雪
去
晶
 
 

楳
卦
た
も
許
田
鞄
啓
伍
辞
南
台
志
 
 

す
研
 
 

▼
華
中
時
期
藤
島
鼎
国
嵐
藍
直
接
 
 
 

敵
数
寄
こ
七
で
．
重
患
置
 
 
 

赦
す
愚
理
解
嘗
鹿
乱
盈
 
 

▼
地
穣
住
民
再
島
濫
北
蓮
癖
抱
施
 
 
 

曲
変
洗
満
載
聾
亭
電
亡
、
 
 
 

♯
広
く
農
薬
漕
勤
を
漉
進
 
 

ず
岳
 
 

島
休
閑
詩
語
且
■
 
 
 

鞄
雑
国
軍
塔
「
彗
星
逼
塞
に
 
 

硬
留
鳥
事
慧
巌
、
菅
野
－
 
 

塾
這
葦
還
彗
誌
慮
』
豊
裔
 
 

が
行
和
親
読
者
■
靖
彦
ち
に
小
学
校
 
 

で
膳
英
語
で
の
裾
引
芭
笥
嘩
自
己
 
 

軍
記
彗
岩
昇
給
覿
重
電
 
 
 

子
供
た
革
は
椎
茸
鼻
酔
訪
問
を
 
 

薫
b
由
に
♭
て
い
ま
箇
頂
占
冠
亜
円
 
 

苦
常
最
愛
盈
蹄
瞥
碧
雲
菖
 
 

魯
賓
定
常
子
息
嵩
腰
思
 
 

捏
空
電
芸
界
封
筒
覇
王
皇
軍
 
 

い
表
す
中
 
 

間
骨
せ
尭
 
教
育
書
島
迎
撃
椀
教
 
 
 

育
課
毒
願
・
1
1
1
－
内
確
 
 
 

5
P
l
）
 
 

■
 
 

以
降
に
実
施
さ
れ
る
税
制
改
正
の
概
要
を
 
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 
 

▼
柑
年
点
か
ら
喪
應
 
 

鼻
市
・
偏
展
税
の
税
辛
が
一
律
に
 
 
 

国
税
で
姦
孟
所
揖
税
電
撃
雇
引
∃
」
一
「
 
 

Jブコ・Jr－JJヂ」古血伊メリカ出鼻・淵奄腰骨臼ます  J  
〔
－
学
校
教
育
の
■
話
題
廿
う
文
化
、
■
ユ
ボ
ー
ッ
、
生
溺
撃
等
式
で
局
匹
把
彗
日
惜
葡
を
ま
と
妊
て
 
 

－一出身昧どち烏ですか －7＿■・上■■・・■－しでいモ、私にと争モ車重麺札1大き壱  紹
介
し
家
宣
？
太
野
市
教
育
委
昌
孟
 
母
0
T
T
9
・
6
6
 
 

です。伽斉唱庭奉壷古君右遠祖し1で、お  

勧鹿塵鈍感蛸軸麺墳類います。  
1 リノイ州のカンカキ－とし1う町ぞ亭。  

町倍大書さlま大野市と同じくらいです邸、  窃布 

肺 
蓋 

1署－垂  塵璽に伴い専こ耽読で住宅□   

げ
、
市
・
県
民
敏
鞄
葦
を
一
帯
十
％
 
 
 

藍
藍
苦
轟
嘗
 
 

讐
誌
謹
正
吾
所
得
税
藍
市
・
県
屈
観
節
 
 
 

よ
的
控
除
許
酔
箆
に
■
品
番
箭
∵
県
箆
税
 
 
 

暫
覇
題
塵
雷
苛
塵
告
領
置
群
転
 
 
 

『
豪
儀
層
儒
・
鹿
蔑
雪
暑
萄
菅
 
 
 

垂
蕃
師
尼
装
載
否
薫
 
 

育
t
書
ニ
．
∴
．
．
 
 
 

蒸
気
画
壇
春
日
観
に
平
成
十
一
義
 
 
 

ら
導
丸
藩
札
て
い
た
霞
学
報
罫
席
止
 
 
 

吉
和
表
す
。
 
 

日ヰに沸返春雄豆た理由旺  人口は毛コと争いで薗．山1ま少なく大豆申  

外毘に興由触軋廟或姐軍畑應  
のことを知って奉らいたし1と革？ていまし  

た√故群で垂ゴ鞋［弼組曲  
人定∃た鉛管、白轟に転窮議恕舶頻し1 

草した．  

・一一・拝啓丑巳本曇駆ぁり患蔀瀬   

おすし伊野章習熟＿帯転讃寮壁電撃白餅  

執1しし1で歩鮎詩密辟酔粍準伍し  
くモ好彗で藁。l＿ ＿ ■   

一こち毛管轟転車駐も号担春立麿嘩  

＝う怒ろこしの細部広がコ召し揺す己  

日車中印象はぜうですか  

最初は東京で研堰奄畳廿たのぞ音航  †
 
 

【ま高屋ピル邸たくさん華っていて、森奉  

オン辞とて屯明るく貴書在所茫なと思し1  

した．大野娃道や車在ど＃こ革んま草ど  

「子供曙育障壁官笥静毎邸轟尋蔚払子  ■■■■－■■■－一一■■■■■■●■■■■■■■■■■■■一－■●■■－■  

●税源移譲に伴う所得税と市・県民税の負担増減   

（給与収入500万円の場合。一定の社会保険料が控除されるものとして計算）  

ヽ  

l  

l  

l  

l  

l  

l  

l  

保
険
料
の
二
分
の
一
で
す
。
 
 

問
合
せ
先
 
税
務
課
市
民
税
俵
二
姦
6
6
・
 
 
 

1
1
1
1
 内
線
4
2
5
）
 
 

′  
儲た割云奏し噛勤臼礎遠拙馳1 
軸壮軌囁範ノ圃専訝野撃華甲・押  

野環境琴の苛諌醜自葱重圧義塾恵蓋壷  

癒如拙熱度軸軸瞳轟  
－－－一一宇填たもとどのように接したいですか   

小吉しIチに破折十鹿病癖謹鮎て蓑静こ  

■
 
■
■
l
 
 

夫婦子2人  …＝19万5000円  

垂軒二15万950個  

……42万1000円  

■■一：■′●・●■▼一  所 ■．▲■●“⊥▲ヽ  所得税   

●一■  

■■－▲■■ ■■■■  
専bんでも乱囁b嘩草葉申声窮す皆葬春   

い苧にはア誤り弟麒寧韓褒払尭柴悪毎   

当モ尋ダー虫垂b轍園毎、董辞毒害  

月商郎碑嘩操笥裾問・噸時節馳  

13万5500t  
帯・県民税  li  

∩う万5m円  

′叶．」ブロ刑也  

胤
 

▼
■
■
‖
l
‖
■
▲
＿
 
 

攣帯帯薫翠   鱒嘩嘩絆l  闇如i．更∴軍軍学‖  
税源移譲前   

1・王聖至宝ま患慨番地窃管主郡嘩すl  
妻措年所津守軒‡嵐侶鶴曹椚賛御節す   一t■■■■一■i」「■  

（1袈i  

ヽ  
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む
仁
過
1
へ
～
 
 
 

七
開
通
ロ
へ
入
る
と
そ
こ
に
は
石
畳
が
 
 

広
が
コ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
空
走
竜
人
力
 
 

車
の
乗
町
心
地
は
と
て
も
良
く
、
ま
る
で
 
 
 

今
回
、
大
野
の
城
下
町
を
走
る
「
人
力
 
 

車
」
に
つ
い
て
、
私
自
身
の
乗
車
体
験
奉
 
 

遷
し
て
市
民
申
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
 
 

と
思
い
ま
す
．
 
 
 

ま
ず
尭
靭
、
人
力
畢
轟
と
し
て
取
 

口
上
ば
る
上
で
「
檻
ぜ
」
「
何
の
目
的
で
」
 
 

r
ど
の
卓
つ
な
万
年
が
始
め
た
田
伊
」
な
 
 

ど
ト
い
ろ
い
桑
な
疑
問
壱
持
ち
ま
し
た
。
 
 

モ
こ
で
そ
の
＃
闇
春
解
決
す
る
た
め
、
案
 
 

際
に
人
力
車
奄
連
行
し
て
い
る
「
越
前
こ
 
 

ぶ
し
娼
」
の
メ
ン
バ
ー
に
話
を
伺
い
ま
し
 
 

た
ロ
 
 

ー
て
礫
も
ー
嘘
 
Ⅶ
へ
 
 
 

大
野
市
に
人
力
華
奄
走
ら
世
る
こ
と
踪
 
 

メ
ン
バ
ー
の
「
夢
」
で
し
た
。
話
春
闘
く
 
 

下
う
さ
れ
た
状
璧
の
人
力
車
は
思
っ
て
 
 

い
た
よ
口
煩
嗣
が
あ
り
苦
し
た
が
、
無
事
 
 

に
座
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
 
 

際
に
乗
っ
て
み
る
と
結
構
高
さ
が
あ
っ
た
 
 

の
で
驚
き
ま
し
た
。
 
 
 

京
都
屯
魅
力
置
十
分
に
味
わ
孟
岳
と
い
う
 
 

こ
と
■
で
、
歴
史
の
跨
コ
ー
ス
在
選
び
ま
し
 
 

た
。
 
 

永
劫
 
 

■
t
．
■
 
 

■
 
 

七
間
遠
口
却
ら
の
石
畳
が
ま
だ
続
く
中
、
 
 

人
力
車
は
寺
町
通
ロ
ヘ
。
こ
こ
は
ま
吉
に
 
 

歴
史
申
曙
コ
ー
ス
由
メ
イ
ン
ポ
イ
ン
ト
。
 
 

寺
町
通
ロ
に
は
戦
国
時
代
、
町
を
守
る
た
 
 

め
乗
側
の
と
ロ
で
と
し
て
建
て
ら
れ
た
お
 
 

寺
が
敷
革
v
王
ら
並
ん
で
い
ま
す
■
。
通
ロ
 
 

に
広
げ
る
石
畳
と
お
寺
の
調
和
が
、
と
て
 
 

も
趣
き
深
く
印
象
的
で
し
た
。
 
 
 

春
に
な
各
と
、
立
ち
並
ぶ
お
寺
町
桜
が
 
 

喋
享
乱
れ
、
と
で
も
き
れ
い
■
で
す
。
 
 

琵
－
 
 
 

…
軋
 
 

寺
町
道
日
伊
ら
石
打
達
通
り
痘
痕
行
幸
 
 

町
溝
口
へ
向
掛
い
ま
し
た
。
本
町
通
ロ
に
 
 

’
 
 

農
作
物
を
持
ち
寄
ロ
、
朝
市
置
開
い
て
い
 
 

ま
し
た
。
人
力
幸
は
そ
の
中
壱
歩
く
ぺ
1
 
 

ス
で
悼
っ
く
日
進
ん
で
い
る
と
、
朝
市
の
 
 

方
却
声
音
掛
打
て
く
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
 
 

と
し
た
会
議
■
で
し
た
が
、
普
段
こ
ん
な
場
 
 

面
邸
ぁ
ま
ロ
な
い
私
に
と
コ
て
、
非
常
に
 
 

新
鮮
で
、
大
変
貴
重
苛
も
の
で
し
た
。
 
 
 

朝
市
も
担
わ
ロ
に
近
づ
い
た
こ
ろ
、
観
 
 

光
客
の
方
に
写
首
【
撮
影
を
お
願
い
さ
れ
ま
 
 

ま
で
私
は
、
大
野
市
に
人
力
車
が
走
っ
て
 
 

い
る
申
は
感
光
事
業
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
 
 

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
 
 

昔
の
■
よ
う
に
商
売
目
的
で
は
在
く
、
た
だ
 
 

単
に
「
現
在
ぬ
大
野
市
に
人
力
車
を
走
ら
 
 

世
r
み
た
い
」
と
い
う
強
い
好
奇
心
か
ら
 
 

こ
の
草
陰
鞄
昔
だ
L
た
そ
一
っ
で
す
。
そ
し
 
 

て
、
こ
の
夢
牽
共
に
か
な
ぇ
る
ぺ
く
、
大
 
 

野
市
由
花
「
こ
ぶ
し
」
に
ち
な
ん
で
名
付
 
 

け
ら
れ
た
「
越
前
こ
ぶ
し
組
」
曹
結
成
吉
 
 

れ
ま
し
た
。
ル
ー
要
は
こ
こ
に
＝
。
 
 
 

伊
豆
半
島
南
西
部
由
静
岡
県
拙
晦
¶
。
 
 

こ
の
町
で
放
牧
場
の
職
口
早
丁
人
ほ
ど
で
 
 

「
伊
豆
姫
路
組
妄
結
成
し
、
人
力
車
蓉
走
 
 

ら
世
て
い
鼓
す
。
こ
中
伊
豆
袖
崎
組
曲
活
 
 

動
左
手
本
に
、
越
前
こ
ぶ
し
範
の
夢
実
現
 
 
 

■
 
 

力
車
に
座
り
な
が
ら
見
た
■
か
ら
こ
そ
味
わ
 
 

え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
 
 
 

酔
晴
朗
へ
～
 
 
 

有
終
西
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
沿
い
の
 
 

道
を
溝
口
、
御
清
水
へ
向
か
い
ま
し
た
。
 
 
 

こ
こ
で
一
休
み
し
、
名
水
百
選
に
も
選
 
 

ば
れ
て
い
る
軸
満
水
の
水
を
飲
ん
で
み
る
 
 

こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
年
中
水
温
が
〓
荘
 
 

で
あ
る
こ
の
水
は
、
こ
田
野
鞘
と
て
も
冷
 
 

た
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
 
 
 

す
る
と
、
モ
こ
に
お
揺
さ
ん
を
廣
満
た
 
 

男
性
が
、
両
手
い
っ
ぱ
い
に
タ
ン
ク
奄
桔
 
 

ち
、
や
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
議
巻
向
コ
 
 

て
み
る
と
、
そ
の
男
性
に
蛙
も
う
一
人
畠
 
 

孫
さ
ん
が
い
て
、
お
孫
革
ん
が
毎
日
屡
香
 
 

椎
用
す
る
際
に
、
弥
清
水
の
水
を
利
用
し
 
 

て
い
る
そ
う
で
す
や
ま
た
、
そ
の
舅
性
は
 
 

あ
和
ら
市
野
ら
こ
の
水
を
求
め
、
毎
月
何
 
 
 

’
 
 

入
る
と
す
V
に
細
い
 
 

路
地
へ
。
な
ん
と
そ
 
 

の
前
方
に
牡
、
ま
る
 
 

で
大
男
市
全
域
壷
見
 
 

渡
し
て
い
る
却
の
よ
 
 

う
苺
越
前
東
頚
城
が
 
 

見
ぇ
た
也
で
し
た
。
 
 

脇
本
さ
ん
も
こ
の
帯
 
 

地
甜
ら
軌
跡
竜
大
野
 
 

城
相
克
も
美
し
い
と
 
 

お
っ
し
撃
つ
て
い
ま
 
 

し
た
。
こ
由
柾
前
夫
 
 

野
域
の
風
情
蛙
、
人
 
 

早
速
私
は
予
約
を
し
、
実
際
に
大
野
由
 
 

膝
下
町
を
走
奇
人
力
妻
に
乗
っ
て
み
る
こ
 
 

と
に
し
■
蓋
し
た
。
 
 
 

A
力
幸
の
発
着
地
で
義
春
平
成
大
野
屋
 
 

に
は
、
項
在
越
前
こ
ぶ
し
組
の
保
有
す
る
 
 

†
 
 

に
向
け
た
取
口
組
み
が
始
ま
ロ
ま
し
た
。
 
 
 

現
在
、
越
前
こ
ぷ
し
縮
蛙
」
ハ
十
〓
の
団
 
 

体
・
個
人
か
ら
成
ロ
、
冥
陛
に
車
夫
奄
蔑
 
 

め
ら
れ
て
い
古
由
値
十
人
ほ
ど
だ
号
つ
で
 
 

首
。
そ
し
て
昨
年
で
結
成
十
年
香
華
克
、
 
 

今
に
至
っ
て
い
ま
す
血
 
 

て
く
て
く
佐
渡
し
ポ
 
 

記
帳
し
ま
し
た
。
そ
の
帳
面
に
は
利
用
者
 
 

の
方
々
の
名
前
な
ど
が
記
帳
さ
れ
て
い
ま
 
 

し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
幸
美
の
古
か
ら
 
 

人
力
車
乗
車
の
記
意
品
を
頂
妻
ま
し
た
。
 
 
 

今
国
、
私
即
興
昧
本
意
加
島
癖
諾
っ
た
 
 

人
力
車
体
襲
で
し
た
甜
、
実
際
人
力
車
に
 
 

重
り
巷
が
ら
大
野
由
町
を
巡
っ
て
み
て
、
 
 

正
直
ど
こ
卸
値
甜
由
町
に
果
て
い
争
杏
つ
 
 

で
し
た
。
そ
れ
は
、
人
力
車
に
座
っ
た
日
 
 

騒
か
ら
見
た
郡
ら
こ
吾
味
お
え
た
新
し
い
 
 

町
の
凰
章
で
し
た
。
 
 

二
台
鞄
人
力
車
甜
、
表
る
で
こ
こ
の
シ
ン
 
 

ボ
ル
で
右
竜
か
由
よ
う
に
置
計
れ
て
い
ま
 
 

し
た
。
そ
し
て
、
今
風
幸
夫
を
務
め
て
く
 
 

だ
吉
コ
た
の
蛙
、
幸
夫
歴
十
年
の
脇
本
浩
 
 

嗣
さ
ん
で
す
。
時
本
さ
ん
は
、
現
在
四
十
 
 

四
歳
で
趣
味
は
山
草
ロ
。
そ
の
山
草
n
王
⊂
 
 

革
克
ら
祝
た
脚
力
は
、
人
力
車
を
引
く
瞭
 
 

に
大
変
生
卦
さ
れ
て
い
る
号
コ
で
す
。
 
 
 

こ
こ
で
コ
一
見
を
紹
介
し
ま
す
。
コ
 
 

ス
は
「
人
力
車
体
巌
コ
ー
ス
爪
的
十
分
ヒ
 
 

「
歴
史
申
路
コ
ー
ス
〔
約
三
十
分
ヒ
「
ま
 
 

平
成
東
野
屋
に
青
 
 

く
と
、
私
は
帳
面
に
 
 

産
も
来
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
 
 
 

Ⅶ
助
て
私
は
こ
の
卓
つ
な
方
の
存
在
香
 
 

知
っ
た
の
で
、
改
助
て
御
清
水
の
豊
か
雷
 
 

や
大
切
き
蚕
業
頭
し
未
」
た
。
 
 

も
軋
－
八
紘
 
 

芸
 

■
J
■
 
 

ち
な
か
感
光
コ
 
 

ー
ス
 
（
約
由
十
 
 

分
）
」
聖
二
コ
ー
 
 

ス
で
す
。
コ
ー
 
 

ス
は
章
夫
の
方
 
 

に
聞
い
て
一
博
 
 

に
選
ぶ
と
い
い
 
 

で
す
よ
。
今
回
 
 

私
腹
大
野
の
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入
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．
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檻
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。
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踪
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。
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史
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．
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。
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史
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守
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ら
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。
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。
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。
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。
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光
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光
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で
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す
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体
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的
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申
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に
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と
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私
は
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面
に
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も
来
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て
い
る
そ
う
で
す
。
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て
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な
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在
香
 
 

知
っ
た
の
で
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恩
 
 

国
で
は
、
地
方
分
植
香
椎
進
す
る
た
め
、
 
 

三
位
一
体
改
革
の
一
環
と
し
‖
て
、
個
Å
所
 
 

得
課
税
の
抜
本
的
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
 
 

す
。
 
 
 

所
得
税
計
ら
市
・
県
民
税
へ
の
■
ニ
ー
兆
円
 
 

親
模
の
闇
慮
議
を
行
う
た
地
、
来
年
度
 
 

爾蘭誤渠≡  
it喜：＝亡L－」」l」一  己∴亡二：：ゴ  

■  ＿「■亡；、■t■1■  

l雫埴  

l  

■
到
 
 
 

■
 
 

首
曹
転
筆
舌
熱
学
甲
殻
這
花
 
 

に
伊
部
恕
見
直
厨
仁
恵
当
直
患
菩
 
 

■
借
手
嘩
質
草
笥
 
『
要
竺
左
講
 
 

右
に
蒼
爵
密
滅
し
若
葉
し
豊
麗
恵
 
 

山
轟
＃
彗
層
牒
凝
滞
藍
課
曝
首
も
 
 

毎
お
】
コ
藍
、
雷
独
自
菅
採
用
日
 
 

古
い
愚
ぬ
耕
「
整
理
解
載
育
♯
 
 

蓮
鼻
」
ず
嘗
。
一
般
的
に
陸
楓
L
 
 

T
寵
論
詰
造
浄
型
吉
腕
首
静
 
 

聴
揖
舟
深
山
缶
患
い
康
す
廿
1
A
 
 

L
T
蛙
中
学
校
へ
由
某
詰
給
専
蓉
 
 

圭
狸
召
絢
ど
し
で
い
て
、
県
廿
う
 
 

蒸
聾
蕃
祖
甘
い
表
音
．
 
 
 

市
茫
昧
平
成
干
一
年
に
、
金
レ
 
 

イ
ガ
・
シ
ガ
封
達
由
毒
し
茫
 
 

戯
潜
葺
都
守
宮
培
島
怯
≡
年
で
 
 

し
鞋
申
告
沿
設
、
エ
リ
暫
・
官
甘
 
 

辛
1
謹
抱
ど
封
キ
ト
出
鼻
・
ハ
y
 
 

セ
シ
謹
ん
修
二
年
間
採
用
。
香
し
 
 

て
背
回
、
八
月
に
諜
用
し
走
ア
メ
 
 

リ
力
出
身
噂
メ
†
ガ
ン
・
バ
ー
ガ
 
 

I
謹
ん
で
臨
九
日
で
す
疇
 
 

■
r
 
摘
紺
紺
酢
乱
 
 

▲
「
 
 

税
制
改
正
で
所
得
税
か
ら
市
・
県
民
税
へ
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白地万円  誠髄  刊船方円．ヰ  璃軋   

柑00万円  軍平準  

市
・
県
民
税
の
税
率
が
一
律
1
0
％
に
 
 

l
 
 

干ラ＝‡■二⊥L■ ∃1 ■  
■■  市・ホ丘税  
■  

＝欄購所緑  横車   ≡、；－－■；  観串 

鵬l鱒万円以下  5％   

l貼万円謹†・畠卸万円   10％  一律  川鴨  

試相方円 ～ 6貼万円   空○％  

弛0万円 －1思血万円   考慮した減額滑津を実施  

1．8亡氾万円 【   401池  

■6拓万円 一－ 9叩万円   

其全世帯で人的控除切董卓     【窓≡】                   2ユ一弘      3計嶋  

■
 
 

現
七
普
耳
昔
鳥
類
置
豊
儲
等
 
 

量
己
と
に
票
蓋
筒
衰
雪
去
晶
 
 

楳
卦
た
も
許
田
鞄
啓
伍
辞
南
台
志
 
 

す
研
 
 

▼
華
中
時
期
藤
島
鼎
国
嵐
藍
直
接
 
 
 

敵
数
寄
こ
七
で
．
重
患
置
 
 
 

赦
す
愚
理
解
嘗
鹿
乱
盈
 
 

▼
地
穣
住
民
再
島
濫
北
蓮
癖
抱
施
 
 
 

曲
変
洗
満
載
聾
亭
電
亡
、
 
 
 

♯
広
く
農
薬
漕
勤
を
漉
進
 
 

ず
岳
 
 

島
休
閑
詩
語
且
■
 
 
 

鞄
雑
国
軍
塔
「
彗
星
逼
塞
に
 
 

硬
留
鳥
事
慧
巌
、
菅
野
－
 
 

塾
這
葦
還
彗
誌
慮
』
豊
裔
 
 

が
行
和
親
読
者
■
靖
彦
ち
に
小
学
校
 
 

で
膳
英
語
で
の
裾
引
芭
笥
嘩
自
己
 
 

軍
記
彗
岩
昇
給
覿
重
電
 
 
 

子
供
た
革
は
椎
茸
鼻
酔
訪
問
を
 
 

薫
b
由
に
♭
て
い
ま
箇
頂
占
冠
亜
円
 
 

苦
常
最
愛
盈
蹄
瞥
碧
雲
菖
 
 

魯
賓
定
常
子
息
嵩
腰
思
 
 

捏
空
電
芸
界
封
筒
覇
王
皇
軍
 
 

い
表
す
中
 
 

間
骨
せ
尭
 
教
育
書
島
迎
撃
椀
教
 
 
 

育
課
毒
願
・
1
1
1
－
内
確
 
 
 

5
P
l
）
 
 

■
 
 

以
降
に
実
施
さ
れ
る
税
制
改
正
の
概
要
を
 
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 
 

▼
柑
年
点
か
ら
喪
應
 
 

鼻
市
・
偏
展
税
の
税
辛
が
一
律
に
 
 
 

国
税
で
姦
孟
所
揖
税
電
撃
雇
引
∃
」
一
「
 
 

Jブコ・Jr－JJヂ」古血伊メリカ出鼻・淵奄腰骨臼ます  J  
〔
－
学
校
教
育
の
■
話
題
廿
う
文
化
、
■
ユ
ボ
ー
ッ
、
生
溺
撃
等
式
で
局
匹
把
彗
日
惜
葡
を
ま
と
妊
て
 
 

－一出身昧どち烏ですか －7＿■・上■■・・■－しでいモ、私にと争モ車重麺札1大き壱  紹
介
し
家
宣
？
太
野
市
教
育
委
昌
孟
 
母
0
T
T
9
・
6
6
 
 

です。伽斉唱庭奉壷古君右遠祖し1で、お  

勧鹿塵鈍感蛸軸麺墳類います。  
1 リノイ州のカンカキ－とし1う町ぞ亭。  

町倍大書さlま大野市と同じくらいです邸、  窃布 

肺 
蓋 

1署－垂  塵璽に伴い専こ耽読で住宅□   

げ
、
市
・
県
民
敏
鞄
葦
を
一
帯
十
％
 
 
 

藍
藍
苦
轟
嘗
 
 

讐
誌
謹
正
吾
所
得
税
藍
市
・
県
屈
観
節
 
 
 

よ
的
控
除
許
酔
箆
に
■
品
番
箭
∵
県
箆
税
 
 
 

暫
覇
題
塵
雷
苛
塵
告
領
置
群
転
 
 
 

『
豪
儀
層
儒
・
鹿
蔑
雪
暑
萄
菅
 
 
 

垂
蕃
師
尼
装
載
否
薫
 
 

育
t
書
ニ
．
∴
．
．
 
 
 

蒸
気
画
壇
春
日
観
に
平
成
十
一
義
 
 
 

ら
導
丸
藩
札
て
い
た
霞
学
報
罫
席
止
 
 
 

吉
和
表
す
。
 
 

日ヰに沸返春雄豆た理由旺  人口は毛コと争いで薗．山1ま少なく大豆申  

外毘に興由触軋廟或姐軍畑應  
のことを知って奉らいたし1と革？ていまし  

た√故群で垂ゴ鞋［弼組曲  
人定∃た鉛管、白轟に転窮議恕舶頻し1 

草した．  

・一一・拝啓丑巳本曇駆ぁり患蔀瀬   

おすし伊野章習熟＿帯転讃寮壁電撃白餅  

執1しし1で歩鮎詩密辟酔粍準伍し  
くモ好彗で藁。l＿ ＿ ■   

一こち毛管轟転車駐も号担春立麿嘩  

＝う怒ろこしの細部広がコ召し揺す己  

日車中印象はぜうですか  

最初は東京で研堰奄畳廿たのぞ音航  †
 
 

【ま高屋ピル邸たくさん華っていて、森奉  

オン辞とて屯明るく貴書在所茫なと思し1  

した．大野娃道や車在ど＃こ革んま草ど  

「子供曙育障壁官笥静毎邸轟尋蔚払子  ■■■■－■■■－一一■■■■■■●■■■■■■■■■■■■一－■●■■－■  

●税源移譲に伴う所得税と市・県民税の負担増減   

（給与収入500万円の場合。一定の社会保険料が控除されるものとして計算）  

ヽ  

l  

l  

l  

l  

l  

l  

l  

保
険
料
の
二
分
の
一
で
す
。
 
 

問
合
せ
先
 
税
務
課
市
民
税
俵
二
姦
6
6
・
 
 
 

1
1
1
1
 内
線
4
2
5
）
 
 

′  
儲た割云奏し噛勤臼礎遠拙馳1 
軸壮軌囁範ノ圃専訝野撃華甲・押  

野環境琴の苛諌醜自葱重圧義塾恵蓋壷  

癒如拙熱度軸軸瞳轟  
－－－一一宇填たもとどのように接したいですか   

小吉しIチに破折十鹿病癖謹鮎て蓑静こ  

■
 
■
■
l
 
 

夫婦子2人  …＝19万5000円  

垂軒二15万950個  

……42万1000円  

■■一：■′●・●■▼一  所 ■．▲■●“⊥▲ヽ  所得税   

●一■  

■■－▲■■ ■■■■  
専bんでも乱囁b嘩草葉申声窮す皆葬春   

い苧にはア誤り弟麒寧韓褒払尭柴悪毎   

当モ尋ダー虫垂b轍園毎、董辞毒害  

月商郎碑嘩操笥裾問・噸時節馳  

13万5500t  
帯・県民税  li  

∩う万5m円  

′叶．」ブロ刑也  

胤
 

▼
■
■
‖
l
‖
■
▲
＿
 
 

攣帯帯薫翠   鱒嘩嘩絆l  闇如i．更∴軍軍学‖  
税源移譲前   

1・王聖至宝ま患慨番地窃管主郡嘩すl  
妻措年所津守軒‡嵐侶鶴曹椚賛御節す   一t■■■■一■i」「■  

（1袈i  

ヽ  
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表妄‾■  
士野市琴声果堪野鶴屑篭牢奉  長

音
巷
展
誓
書
 
 
 

田
月
に
施
行
さ
汽
た
支
援
法
で
は
、
三
 
 

障
害
の
廿
－
ビ
ス
〓
Ⅱ
化
の
ほ
か
、
原
則
 
 

一
割
由
利
用
音
色
担
、
就
労
支
援
な
ど
を
 
 

掲
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
利
用
者
本
位
の
 
 

廿
I
ビ
ス
体
系
に
再
編
し
、
羊
蹄
き
や
基
 
 

準
の
明
確
化
在
学
げ
て
い
ま
す
。
 
 
 

で
は
一
体
ど
由
よ
う
に
手
続
き
す
祖
ば
 
 

良
い
の
で
し
卓
つ
打
。
ま
ず
臆
、
市
役
所
 
 

社
会
福
祉
課
に
廿
－
ビ
ス
香
登
廿
竜
た
め
 
 

の
相
談
香
し
て
く
だ
さ
い
。
市
で
は
、
こ
 
 

れ
ま
で
身
体
、
知
的
、
精
神
そ
れ
ぞ
れ
の
 
 

相
談
支
援
者
行
コ
て
い
た
告
支
援
セ
ン
タ
 
 

ー
の
職
員
専
一
人
ず
つ
配
置
し
、
社
会
福
 
 

祉
課
内
に
■
「
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
 
 

奄
設
置
し
ま
し
た
廿
 
 
 

何
か
困
っ
た
こ
と
群
志
托
ば
、
気
軽
に
 
 

ました   

こ
れ
ま
で
身
体
、
知
的
、
精
神
の
障
害
別
に
提
供
臣
れ
 
 

て
い
た
福
祉
廿
I
ビ
ス
を
ひ
と
ま
と
他
に
し
、
障
害
印
あ
 
 

る
人
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
高
よ
 
 

う
支
援
者
轟
こ
と
費
目
的
と
し
た
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
 
 

が
抱
月
に
施
行
車
れ
、
十
月
か
ら
は
障
害
の
程
度
に
応
じ
 
 

た
廿
－
ビ
ス
提
供
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 
 
 

制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
、
甘
－
ビ
ス
を
壁
は
る
た
め
野
 
 

手
続
き
の
方
法
な
ど
直
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 
 

サ
ー
ピ
見
内
幸
畳
洗
車
 
 

自
宅
で
訪
問
介
護
∴
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
 
 

香
受
け
た
い
と
却
、
施
設
で
訓
辞
し
た
い
 
 

な
ど
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
訣
革
っ
た
 
 

ら
、
社
会
帯
祉
認
に
障
害
程
度
直
射
二
そ
 
 

の
人
に
ど
由
■
く
ら
い
甘
－
ビ
ス
郡
必
要
な
 
 

状
態
伊
）
菅
決
定
す
竜
た
め
の
甲
講
を
行
 
 

い
ま
す
。
申
謁
す
竜
と
認
定
調
書
と
概
況
 
 

調
査
の
た
由
惑
査
員
甜
訪
問
し
、
聞
き
取
 
 

ロ
を
行
い
ま
す
。
 
 
 

訓
練
を
希
望
す
る
場
合
は
調
査
暗
黒
奇
 
 

具
に
廿
－
ビ
ス
内
容
審
決
定
し
ま
す
。
介
 
 

ま
廿
－
ビ
ス
車
希
望
す
香
場
合
修
1
か
細
 
 

ロ
コ
廿
医
に
悪
鬼
害
者
求
め
、
零
蛮
会
に
 
 

障
害
程
度
区
分
由
判
定
を
依
癒
し
ま
す
。
 
 
 

宰
賓
会
昧
東
野
■
勝
山
地
区
広
域
行
政
 
 
 

■
 
 

社
会
福
祉
諌
ま
で
相
談
 
 
く
だ
さ
い
。
 
 

て
面
番
観
察
用
の
プ
ラ
ン
タ
ー
が
 
 

並
ん
で
い
ま
す
。
二
年
二
埴
の
杏
 
 

ラ
ス
で
は
、
六
っ
の
班
に
労
却
弟
 
 

て
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
 
 

イ
チ
コ
額
ど
船
種
ま
き
か
ら
水
や
 
 

り
∵
収
穫
ま
で
鉛
過
竜
密
ま
と
ぬ
 
 

た
新
聞
春
作
製
し
、
廊
下
に
掲
載
 
 

し
て
い
ま
す
p
 
 
 

新
聞
に
は
実
理
な
っ
た
感
動
や
 
 

葉
直
観
っ
た
感
性
轟
ど
が
文
章
と
 
 

綜
で
表
現
し
て
轟
ロ
、
「
キ
ュ
ウ
 
 

リ
叩
昆
坪
庭
掛
っ
た
」
と
、
全
員
 
 

で
食
代
た
蒔
田
様
子
群
書
い
て
轟
 
 
 

■
■
■
■
■
■
■
＝
 
＝
 
 
 
 
 
■
●
一
－
－
■
■
■
－
■
■
■
－
●
一
■
●
●
一
■
■
■
●
■
▲
 
 

地
場
産
頑
蔑
香
蛙
じ
蛤
、
さ
ま
 
 

ざ
ま
客
体
宮
津
動
を
通
し
て
、
子
 
 

供
正
室
瞳
「
負
」
に
対
す
る
気
持
 
 

ち
に
変
化
甜
出
て
き
て
い
ま
ず
。
 
 

そ
町
取
甘
植
村
蓉
紹
許
し
ま
す
．
 
 

地
場
産
物
活
用
し
た
宇
校
結
党
 
 

～
有
終
束
小
串
取
り
粗
品
痘
通
古
て
⑳
盲
 
 

育
て
古
楽
し
吉
 
 

「
五
感
」
で
宇
ぶ
 
 

巷
サ
ー
ビ
ス
田
瞳
顆
 
 

己
と
の
国
教
や
時
間
）
を
決
め
て
受
給
者
 
 

証
に
記
載
し
送
付
し
ま
す
も
 
 
 

塔
お
、
申
請
か
ら
支
給
量
決
定
表
で
の
 
 

調
査
在
ど
に
要
■
す
奉
賛
用
の
個
人
色
担
任
 
 

あ
ロ
ま
せ
ん
．
 
 
 

利
用
者
鼠
色
は
廠
則
一
朝
・
 
 

受
給
者
認
に
は
廿
－
ビ
ス
の
種
類
や
支
 
 

給
量
鄭
記
載
さ
れ
モ
い
ま
す
。
利
用
す
尋
 
 

廿
1
ビ
ス
華
美
着
直
選
択
し
■
、
契
棺
を
結
 
 

ん
で
サ
ー
ビ
ス
直
利
用
し
ま
す
。
甘
－
ビ
 
 

ス
に
粗
却
香
車
用
佐
世
ー
ビ
ス
の
種
類
や
 
 

利
用
す
る
人
の
障
害
程
度
僅
分
に
よ
っ
て
 
 

異
笹
口
ま
す
。
利
用
者
は
掛
か
コ
た
乗
用
 
 

の
原
則
一
別
を
負
担
し
ま
す
。
 
 

拭
所
得
に
応
じ
て
利
用
者
負
担
額
に
上
限
 
 
 

が
ぁ
り
ま
す
合
評
し
く
惇
相
講
暗
に
確
 
 
 

認
し
て
宅
だ
き
い
 
 

問
合
せ
先
 
社
会
福
祉
讃
社
章
福
祉
係
 
 
 

盲
鎚
・
1
1
1
1
内
線
4
7
旦
 
 

■
 
 

l
 
 

■
■
■
 
 

活
動
家
遷
し
て
感
じ
た
こ
と
春
、
 
 

岬
 
轟
に
掃
っ
て
家
族
に
話
し
ま
す
。
 
 
 

事
葦
組
合
に
讃
置
。
 
 

市
で
は
、
そ
こ
で
出
 
 

さ
れ
た
結
果
と
申
請
 
 

者
の
要
望
・
状
況
な
 
 

ど
を
勘
案
し
て
、
そ
 
 

の
人
に
必
要
在
支
給
 
 

毒
〓
カ
月
に
曳
け
 
 

二
年
生
の
子
供
た
ち
に
観
い
た
 
 

と
こ
垂
、
全
貢
が
揺
業
甲
侍
浜
活
 
 

動
奄
通
し
て
食
べ
物
に
対
す
る
気
 
 

括
ち
に
変
化
甜
起
っ
た
と
答
ぇ
ま
 
 

し
た
．
七
月
に
翼
施
し
た
、
市
内
 
 

町
豆
画
工
囁
へ
の
見
学
の
横
手
在
 
 

家
族
に
話
し
た
子
供
妹
全
体
由
約
 
 
 

育
モ
古
壷
し
芭
在
肌
モ
学
ん
だ
よ
 
 

う
で
し
た
。
 
 

眉
毛
の
屯
あ
ロ
ま
し
た
巾
 
 

自
分
で
感
じ
た
 
 

「
喜
び
」
伝
え
ち
 
 

串
値
簸
 
 

自
分
で
 
 
七
割
に
上
n
て
中
に
は
「
そ
の
日
 
 
 

に
豆
腐
在
轟
い
に
行
っ
た
」
と
か
 
 
 

「
顔
族
に
も
箆
ぺ
て
も
ら
い
た
い
」
 
 
 

な
ど
和
意
見
屯
出
ま
し
た
中
 
 

一
 
宗
た
、
斡
八
割
田
子
供
が
自
分
 
 
 

や
親
類
鉛
豪
な
ど
で
野
菜
な
ど
春
 
 
 

作
っ
て
い
モ
、
そ
笹
つ
ち
由
ほ
㌢
 
 
 

ん
ど
由
子
辞
実
際
に
器
コ
た
こ
と
 
 
 

併
呑
轟
と
野
元
ま
し
た
。
作
コ
て
 
 
 

い
春
物
怯
ユ
イ
カ
、
ナ
ス
、
ト
マ
 
 
 

ト
督
ど
謹
ま
ぎ
ま
菅
昔
郷
、
ケ
と
 
 
 

れ
た
て
怯
お
い
し
い
ル
亡
感
じ
て
 
 
 

い
る
宇
ぽ
好
日
で
し
た
。
 
 

三
国
に
わ
た
ロ
謁
載
し
て
き
ま
 
 
 

し
た
「
地
垣
産
物
活
用
し
た
学
校
 
 
 

給
食
」
は
今
回
で
韓
了
し
ま
す
。
 
 

ー「コーンしゆ≡  

うまいJ肘」に弓  

挑戦する子供た】  

ち缶 懐でもや≡  

ってるよ」と言‡  

いなガら、使用；  

した食弄在ど章；  

芋鮎く片付け1  

る輩も見られ雇：  

したb  
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【
日
高
 
 

－－－  

＝前螢喝■  
丸顔竜楽しみ隊  

中
一
 
 

ま
す
。
 
 

準
特
別
丑
室
棲
む
廊
下
陪
展
器
用
束
ル
甜
 
 
 

謹
直
で
き
高
度
毒
に
な
っ
モ
い
ま
事
。
 
 
 

自
主
廿
－
ク
ル
申
公
民
館
文
化
活
動
な
 
 

ど
申
作
品
馨
昼
前
し
、
成
果
発
表
四
境
 
 
 

と
し
て
卸
拐
嵩
主
星
弄
す
 
 
 

一
生
涯
学
習
・
公
民
龍
・
損
聴
覚
 
 

一
．
フ
ィ
ブ
ラ
リ
ー
 
 

■
乱
筆
妄
■
中
｝
 
 

和
室
は
東
二
五
十
四
畳
〕
と
中
 
≡
一
十
 
 

」
ハ
畳
）
貯
あ
ロ
、
自
主
廿
－
ク
ル
活
動
 
 

に
利
用
で
き
ま
す
。
和
室
｛
中
）
 
に
は
 
 

薫
連
用
備
部
あ
吐
ま
首
。
 
 

・
洋
室
｛
責
■
・
中
・
へ
．
 
 

■  

－
1
r
r
 
 

洋
室
は
大
〓
ハ
十
人
「
中
（
四
十
人
〕
、
 
 
 

小
二
室
（
十
二
人
〕
の
由
室
が
あ
ロ
、
 
 
 

去
議
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
 
 

一
う
空
っ
プ
垂
 
 
 

「
み
ん
ス
ポ
ク
ラ
ブ
」
の
事
務
局
が
利
 
 
 

用
し
ま
す
。
 
 
 

平
成
十
五
年
に
「
フ
ォ
ー
フ
ム
 
 

吾
妻
の
詰
」
が
開
催
苫
れ
、
市
内
 
 

外
か
ら
多
く
の
人
が
和
泉
地
区
に
 
 

集
ま
ロ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
参
Ⅲ
 
 

者
が
中
心
と
な
コ
て
、
和
泉
地
区
 
 

の
自
然
に
親
し
み
、
交
流
を
深
め
 
 

よ
う
と
結
成
さ
れ
た
の
が
「
九
語
 
 

竜
楽
し
み
隊
」
で
す
。
 
 
 

会
の
名
称
は
自
黙
と
共
生
し
な
 
 

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
継
続
し
 
 

て
菓
し
み
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
 
 

名
付
け
ま
し
た
．
現
在
市
内
外
由
 
 

メ
ン
バ
ー
約
六
十
人
で
活
動
し
て
 
 

い
麦
す
白
 
 
 

会
が
管
理
す
る
交
流
フ
ァ
ー
ム
 
 

甜
国
道
1
5
日
号
沿
い
に
設
置
さ
 
 

れ
て
い
ま
す
。
交
流
フ
ァ
ー
ム
で
 
 

は
和
泉
地
区
の
特
産
品
で
あ
呑
穴
 
 

馬
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や
穴
馬
か
ぶ
 
 

ら
の
懐
か
、
季
節
に
応
じ
た
野
菜
 
 

春
作
コ
て
い
ま
す
。
収
梧
時
期
に
 
 

は
八
一
ぺ
‡
ユ
ー
を
し
な
が
ら
メ
 
 

ン
バ
1
の
査
読
を
深
め
て
い
る
そ
 
 

う
で
す
。
「
私
旺
遠
江
而
に
住
ん
 
 

で
い
る
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
知
 
 

り
合
い
に
誘
わ
れ
酒
動
に
参
加
し
 
 

ま
し
た
。
農
作
業
や
親
ぽ
く
を
重
 
 

砲
て
い
く
う
ち
に
、
今
で
は
和
泉
 
 

地
区
は
心
の
別
荘
と
言
え
る
よ
う
 
 

に
な
ロ
ま
し
た
屯
」
と
メ
ン
バ
ー
 
 

三
遷
‡
■
ラ
イ
ブ
一
っ
リ
・
 
 
 

各
種
橙
誌
面
台
し
出
し
や
ビ
デ
オ
編
集
 
 
 

が
で
吉
ま
す
。
放
送
大
学
在
裾
監
す
る
 
 
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
 

墟
一
階
ロ
ビ
1
に
あ
る
大
型
デ
イ
ス
プ
レ
 
 
 

イ
〔
萱
地
球
博
で
使
用
し
た
も
の
■
）
否
 
 
 

も
、
放
送
東
学
を
視
聴
す
る
己
と
が
若
 
 
 

き
ま
す
 
 

の
一
人
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 
 
 

宗
た
今
年
は
「
却
か
し
コ
ン
ク
 
 

ル
」
在
抑
め
て
開
催
し
幸
作
ロ
 
 

ー
 
 

の
か
か
し
を
募
集
し
ま
し
た
。
和
 
 

泉
地
区
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
九
頭
 
 

竜
紅
葉
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
る
十
 
 

月
二
十
九
日
ま
で
、
市
内
外
廿
ら
 
 

応
募
の
商
っ
た
ユ
ニ
－
ク
な
作
品
 
 

十
七
体
甜
交
流
プ
ア
ー
ム
に
展
示
 
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
将
来
は
Ⅳ
か
し
 
 

を
増
や
し
て
、
か
廿
し
マ
ッ
プ
を
 
 

作
ロ
た
い
で
す
屯
．
如
か
し
を
貝
 
 

に
行
く
こ
と
で
重
か
な
自
然
と
触
 
 

れ
合
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
拍
」
 
 

と
代
表
町
新
井
佳
威
さ
ん
。
 
 

そ
の
ほ
甜
、
メ
ン
バ
ー
の
発
案
 
 

で
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
手
 
 

打
ち
そ
ば
の
店
在
出
し
て
い
ま
す
。
 
 

三
年
前
か
ら
九
頭
萄
紅
葉
ま
っ
り
 
 

に
も
出
店
し
、
今
で
－
ま
お
な
じ
み
 
 

に
。
今
年
桂
台
備
後
初
由
て
開
か
 
 

れ
た
大
野
そ
ば
ま
っ
り
に
も
出
店
 
 

し
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
「
さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
 
 

ト
L
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
四
国
 
 

自
を
迎
え
た
今
年
は
、
琴
や
≡
昧
 
 

捉
の
漬
菜
を
菓
し
琶
「
塩
の
調
べ
」
 
 

奇
聞
催
し
ま
し
た
。
 
 
 

会
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
は
 
 

新
井
富
ん
（
℡
7
8
・
2
0
6
旦
 
 

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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⑳h▼  
▼
フ
ー
ル
■
什
翳
ユ
帯
L
聖
悪
 
 
 

」
八
月
伊
ら
九
月
束
ま
で
は
屋
内
プ
ー
ル
 
 
 

と
し
て
、
十
月
か
ら
翌
年
五
月
未
ま
で
 
 
 

は
軽
ス
ポ
ー
ツ
室
と
し
て
利
用
で
き
表
 
 
 

す
。
軽
ス
ポ
ー
ツ
童
陳
人
工
芝
寄
教
書
 
 
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
■
甘
体
操
な
ど
の
利
用
が
 
 
 

で
き
ま
す
。
 
 

施
十
月
一
目
却
ら
十
日
ま
で
は
入
れ
唇
真
 
 
 

作
菓
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
 
 

▼
兼
崖
科
圭
・
■
騎
王
者
 
 
 

授
業
モ
使
う
圧
加
1
公
民
館
事
業
申
自
 
 
 

主
甘
－
ク
ル
の
活
動
の
囁
と
し
て
利
用
 
 
 

で
き
ま
す
。
 
 

†
庸
王
・
塾
■
 
 

成
形
か
ー
h
蕗
芸
墓
に
よ
奇
特
嘩
重
雪
 
 

一
握
田
作
業
層
倖
畢
す
華
L
と
鄭
で
替
 
 

コト割という軽くて至ら秒い覿在使います。相手  

の体由どこでもいし1ので剣呑当て丞亡勝ちに奄ロ  

ます。   

－－やってみようと思った＿幸っかけは   

平成15年に福井市内で募集してし1た体崇講座の  

案内香果て、運動不足酔消にいい甜なと思って始  

めました。ニュースなどでこの尭珪のことは却っ  

ていましたし、到達雇やっていたので興味はあロ  

ました。   

－この競技の魅力は   

楓えも戦し1方も決ま日印琴い由モ、自分の自由  

な発想で戦元るの研一苺の魅力です．大会でいろ  

いろ・な選手と戦い表す肌選手の数だけ戦法甜あ 

るのでおもしうし1です屯。ルールが単純で、用具  

辞軽し1ので年齢や性別に関係轟く楽し曲るし、安  

全性の高い用具香値コてし1る侶で、思い切ロたた  

力、れても痛くないⅢもし了いです串。   

－今後の目無骨聞かせてください  

1D月に福井県大会郷間かれ舌咽で、し1い成頴を  

環」たいです拍。11月に世界中の人と戦える大畠  

が聞かれる侶ですが、挑戦してみたいです。  

ス
ポ
ー
■
営
空
電
充
苦
芸
宇
展
 
 

床が上がり、人工芝亀裂くことで轟ス  

ポーツ宝として制用で幸る見向す一ル  

松本 育倫さんt3疇．高砂租   

枇料引地鼓 7月9白に行恕柁た県民真東一畳  

宗スボナツチャンノーラ十瞭小大力の部で3拉に、  

」牒得物自．由の酢モ2位に入賞し幸せた。  

－一二束ボーッチャンパラとは   

剣道と似乱1ます軌竹刀の代わq・に工芦－リ  

√一っ・J腑＞卓二・・：・ ・ヽメ＿一ゝ［・  －′、、、・  1－「．「ノ．．－、  ・ゝ一：車噂■㌔■   

〓
繭
掛
■
一
 
 

本
朝
烏
龍
梅
∧
拝
具
宮
子
）
沢
産
爪
火
葡
準
 
 

志
｝
蕃
雲
甘
†
諾
∧
瀬
尾
煮
い
こ
】
東
京
タ
 
 

モ
ギ
巾
級
木
津
㌣
試
由
嵐
階
二
森
村
誠
〓
 
 

ざ
富
民
二
川
上
弘
華
下
町
重
遷
宮
眉
初
 
 

の
幻
爪
魚
阪
鬼
－
鎚
叫
ギ
リ
才
ム
帯
封
モ
封
 
 

書
工
一
右
左
壷
聾
 
 

了
ン
h
▲
ィ
訂
y
ヨ
皇
■
一
 
 

廿
ぜ
エ
さ
ん
の
昭
和
〔
臨
昆
僅
輔
■
語
頭
慎
 
 

吾
作
蜃
窟
萄
忌
渾
番
崇
高
訪
露
 
 

一
乗
）
宇
宙
控
業
（
中
川
人
司
〕
帰
還
世
ず
 
 

（
青
沼
隙
一
郎
u
歴
史
に
気
候
在
読
由
｛
苦
 
 

寒
正
撃
こ
こ
ろ
の
格
差
社
会
完
厨
純
喜
 
 廊

適
面
書
館
 
 

・
【
児
章
臨
書
】
 
 

小
さ
在
魔
法
の
琴
つ
苦
（
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
）
 
 

海
賊
の
息
子
〔
マ
コ
ッ
ク
ラ
ン
）
タ
ロ
リ
ユ
 
 

の
曜
（
茂
市
久
美
子
）
町
か
と
■
の
ジ
ム
〔
フ
 
 

ァ
ー
ヲ
ヨ
ツ
〕
ジ
ャ
ー
タ
カ
勧
誘
八
辻
直
四
 
 

郎
）
田
丸
香
草
口
鱒
つ
〔
ク
レ
ア
ム
）
怨
ず
 
 

み
小
僧
六
世
（
皇
新
〓
 
 

言
草
－
 
 

た
ぺ
萄
∴
谷
川
優
太
戯
）
屯
己
の
パ
・
ン
申
さ
 
 

ん
〔
シ
モ
ン
ズ
）
き
よ
う
ロ
位
た
ち
が
甜
ぜ
 
 

奄
ひ
い
た
⊥
∃
－
レ
ン
）
ち
び
す
け
ど
っ
こ
 
 

い
（
こ
ば
や
し
見
み
こ
〕
真
昼
の
事
二
ト
ム
 
 

ソ
三
ア
ン
ジ
エ
ロ
（
マ
 

ふ
か
れ
て
（
今
江
祥
智
）
 
 
 

そ
の
他
、
二
百
四
十
五
冊
入
口
ま
し
た
。
 
 

織田信長を知る上でなくてはならない史料鄭r信長  

公記」です。今月はモの現代謡訳者紹介します。   

これは信長闇葡臣であった太圧牛一打、白身曲目言己  

在元にして江戸時代の始め己引こ書いたものです。大  

馬鹿者と呼ばれていた青年期卸ら本能寺で亡くなるま  

で、戦し1に明l士暮れた信長亀様子辞書かれています。   

盾長と朝倉萄景の戦し1の様子や、信長が「念森島直  

に大野郡の三労昭二壱与えた」という記載もあロ、歴  

史史料として町価値はもちろん、信長の伝記や軍記物  

革としても楽しめる奉です。平成3年に周出版社加ら  

原文の善書下し淀も出版苦れてし1ます。  
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P
一
 
●
普
通
教
室
棟
不
苧
種
寺
旦
 
 

■
普
通
賓
宣
 
 
 

戦
皇
横
に
は
オ
ー
ブ
コ
哀
ぺ
1
ス
が
あ
 
 
 

ロ
、
す
べ
て
の
教
室
が
つ
な
が
っ
て
い
 
 

10月15日 越美北線利用促進大会を開催   

’
 
 

客
栢
報
句
闇
襟
首
沼
命
⑥
 
 

学
び
の
里
「
め
い
ロ
ん
」
に
は
魅
力
的
な
施
設
が
 
 
 

た
く
さ
ん
あ
n
三
ま
す
。
そ
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。
 
 

平
成
十
九
年
産
の
で
き
甚
だ
け
 
 

早
い
臍
期
の
全
線
復
旧
を
日
清
し
 
 

て
工
事
が
進
竜
「
越
薫
北
緑
」
。
 
 
 

市
で
は
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
 
 

距
コ
て
未
会
春
闘
催
し
ま
す
。
 
 

旦
程
 
川
岸
1
5
日
◎
午
前
柑
時
3
0
 
 
 

分
～
午
後
3
時
3
0
分
 
 

場
所
 
有
棒
金
鹿
 
 

内
容
 
講
演
と
写
票
数
室
 
 

▼
午
前
1
叩
暗
部
分
L
講
演
 
 
 

演
題
．
鉄
道
の
魅
力
・
□
－
カ
 
 

ル
楳
の
旅
そ
の
楽
し
さ
 
 
 

璃
師
 
南
正
晴
喜
ん
 
（
鉄
道
カ
 
 

メ
ラ
マ
ン
）
 
 

▼
午
後
1
時
3
0
分
廿
ら
南
さ
ん
由
 
 
 

写
真
教
室
（
先
着
2
0
人
。
宰
前
 
 
 

申
込
必
要
）
が
あ
ロ
ま
す
。
詳
 
 
 

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 
 

申
込
・
問
合
せ
先
 
商
工
振
評
課
 
 
 

公
共
交
通
係
⊥
由
鮎
・
1
1
1
 
 
 

ら
 
 

日
時
 
相
月
2
2
日
⑯
午
前
甘
陪
～
 
 
 

柑
暗
部
分
宇
告
が
ん
と
乳
が
 
 
 

ん
撞
語
は
午
前
日
時
御
中
⊥
 
 

囁
所
 
文
化
会
寵
 
 

■
 
 

1
D
月
帽
目
か
ら
毘
日
は
「
行
政
 
 

相
談
週
間
」
で
す
。
 
 
 

行
政
相
談
委
員
は
、
官
公
署
の
 
 

仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
、
要
 
 

望
な
ど
香
お
聞
き
し
ま
す
。
相
談
 
 

は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
 
 

定
例
相
談
 
 
 

日
時
 
毎
月
第
1
・
3
木
曜
白
 
 
 

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
Ⅶ
分
 
 
 

場
所
 
天
神
館
（
大
野
市
社
毒
 
 

福
祉
協
議
会
横
）
 
 

行
政
相
謹
委
員
（
敬
称
略
〕
 
 

▼
末
永
吾
妻
代
 
川
合
1
6
－
2
 
 
 

蒜
7
8
一
2
－
7
⊥
 
 

▼
吉
田
と
み
子
 
本
町
3
－
1
 
 
 

蒜
6
6
▲
3
2
6
ユ
 
 

▼
三
宅
嵩
 
天
神
町
7
－
4
 
 
 

芸
砧
▲
0
5
日
且
 
 

聞
合
せ
先
 
企
画
課
企
画
政
策
俵
 
 
 

芸
甲
1
1
1
1
内
緑
4
3
且
 
 

－
●
 
 ま

す
。
敦
醤
ご
と
に
仕
切
巻
こ
と
も
で
 
 
 

吾
ま
甘
。
 
 

▼
教
藁
・
撃
ヰ
 
 

教
室
外
昭
デ
ッ
キ
膝
深
い
軒
が
出
て
お
 
 

臼
、
周
辺
昭
監
命
中
竜
山
と
■
怨
景
観
 
 
 

に
調
和
し
た
構
造
た
在
コ
て
い
ま
す
響
 
 
 

特
に
喜
は
諜
b
宅
感
じ
竜
†
J
と
邸
官
尊
 
 
 

ま
す
。
爪
海
扇
効
果
旭
 
 
 

こ
芽
車
聞
耳
・
■
彗
 
 

■
■
〓
〓
 
 
 

ラ
ン
チ
址
1
血
性
百
九
十
席
あ
臼
、
岩
 
 
 

島
を
愛
惜
で
食
代
る
ほ
甜
、
醍
に
諮
る
 
 

調
理
教
室
膏
作
っ
た
料
理
香
登
ペ
為
哀
 
 
 

代
－
講
と
b
官
制
用
音
量
己
と
範
膏
轟
 
 

奉
書
 
 

▼
豪
華
呈
墓
室
 
 

垂
些
二
百
席
暫
甘
露
袈
萎
蟄
あ
 
 
 

学
校
行
事
畢
コ
ン
サ
ー
ト
疎
ど
に
利
用
 
 
 

で
き
ま
富
應
い
す
妹
必
要
に
応
じ
て
撤
 
 
 

去
す
各
己
と
も
で
善
意
す
中
 
 
 

萱
‡
寧
・
≡
耳
声
祷
シ
タ
暮
 
 
 

三
〓
パ
誌
ケ
顔
中
〓
■
面
、
パ
ド
主
豆
ト
 
 
 

ン
六
面
ま
で
利
用
で
書
ま
す
瞥
膵
に
茹
 
 
 

尋
三
－
テ
ィ
顎
夕
室
萄
合
ゎ
せ
て
利
用
 
 
 

で
蒼
ま
富
。
 
 棟

〓
腔
と
の
井
畏
 
 

●
筋
力
ト
レ
ー
一
丁
ノ
ダ
載
重
 
 
 

日
時
 
1
0
月
2
6
日
～
1
1
月
1
6
日
 
 

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
と
1
1
月
 
 
 

2
2
日
審
午
後
丁
特
認
分
～
 
 
 

場
所
 
武
井
パ
ワ
ー
ジ
ム
 
 
 

対
象
 
m
苗
代
～
3
0
歳
代
男
性
 
 
 

定
員
 
1
5
人
n
先
着
）
 
 
 

蓉
加
科
 
5
0
0
円
〔
俣
暁
科
）
 
 
 

持
古
物
 
タ
オ
ル
 
 
 

申
込
締
切
日
 
Ⅷ
月
貴
日
画
 
 

●
男
の
料
理
敢
皇
 
 
 

日
時
 
相
月
3
1
日
薯
午
後
7
時
 
 

～
午
後
9
時
 
 
 

辱
所
 
動
労
苦
少
年
ホ
ー
ム
 
 
 

定
員
 
1
5
人
完
善
 
 
 

呑
加
科
 
5
0
0
円
 
 
 

持
ち
物
 
エ
プ
ロ
ン
 
 
 

申
込
締
切
日
 
相
月
2
7
日
車
 
 

中
込
・
問
合
せ
先
 
勤
労
士
一
日
少
年
 
 
 

ホ
ー
ム
盲
6
5
■
7
2
2
⊥
 
 

■
■
■
 
 
■
－
 
 

内
容
 
生
活
習
慣
病
催
語
、
胃
・
 
 
 

大
曝
・
子
宮
・
乳
邸
ん
検
藷
 
 

申
込
方
法
 
当
日
、
問
診
票
町
提
 
 
 

出
が
必
要
で
す
。
持
コ
て
い
な
 
 
 

い
人
蛙
電
話
で
 
 

申
込
締
切
日
 
Ⅶ
月
1
9
日
車
 
 

申
込
・
聞
合
せ
先
 
保
健
衛
生
課
 
 
 

芸
6
5
・
7
3
3
且
 
 

栗
嬬
篇
妃
薗
凄
産
己
展
 
 

l
－
 
 

・
施
設
重
体
甜
萌
岳
宅
感
仁
志
 
 

・
闇
放
感
が
鹿
町
患
苦
し
V
喘
い
 
 

ニ
コ
ン
チ
ル
ー
ム
壷
利
用
し
て
、
 
 
 

宇
県
民
ち
と
誓
査
読
童
な
ど
 
 
 

壱
開
催
し
苫
ほ
し
い
 
 

・
プ
1
山
奄
軽
ス
ポ
ー
ツ
室
と
し
 
 
 

て
牢
観
制
限
で
き
呑
助
辞
良
い
 
 

・
ト
イ
良
好
近
く
に
あ
っ
で
居
い
 
 

」
■
■
」
 
 

・
ガ
吉
見
囁
骨
睦
月
薗
不
自
由
な
 
 
 

人
に
は
畠
宅
導
い
年
子
供
た
竜
 
 
 

屯
集
中
し
忘
監
草
書
在
い
 
 

・
除
雪
聴
ど
、
雪
へ
釘
対
応
 
 

・
壁
が
白
V
、
汚
れ
て
し
ま
う
 
 

・
職
持
管
理
黄
辞
掛
諌
臼
吾
ぎ
岳
 
 

・
「
光
匪
」
承
－
ス
が
利
用
で
 
 
 

蓮
ず
竜
コ
た
い
番
い
 
 

穎
光
寧
L
昧
明
却
口
春
と
番
長
故
に
設
置
し
た
空
席
薗
こ
と
菅
す
 
 

儀膏撫  雅樹葡光軸プラタ由瀧定  
…・・・・t……・叫……ユ……‥－‥・小…・・・・・＝・・・・－・・・・・・・叫 事   ●■■■●●●●■●■■■■■■．■■■■■●■■■■   」■…・・・・・・・・・・J・；‾・・・・・…・J・んユ  

塵青郷蕃恵埠聯帯革J密葬  
華倖筆車重鞋囁・一肇棋掛嘩綿  

密暗咤蘭岳覿1嘩韓琴軋赤恥  

＃生血貞 里人  

応芽海路市卿醜、長官．尼関   
心時奉重夫  

嚢囁撫同 零堀部番目吾一判断開閉用談守   

備匪軌撃春吉醸乱国程済南摩す患索感  

応組 成野市昭島覇睡にコい若輩恕  
弓出掛葡；哺酵韓密駐ま址、任   
所・鵡・常酔・感毎春記九b車軸芳   
蓉蕪茫妹謝  

嘩嘲打1明泡日轡嘩何首番噂話戯潜）  

席   

庵叢・軸軽重蓑輌韓韓蹄  甲撃・平間由軸輔   
〒斯けユ覇闇窮 ま曹姉娘訂Tl－1  

聯琴推匝す巻た酎弼暗ブラ剖  

l噛輌♯を進払乱憶す。専臥一宮革ん印  
意見壱陣く闇括毒J嘩異を寒集します。   

暮▲人■ 2人  

蒔蕎贅措 市内に住凸20歳且L上で、葡光に関   
心蔚轟轟A  

畢嘱期間 畢嘱す愚巳～平成19年3月孝で   

軸間敷板括垂壷3個蕎開催富者予前  

席専帯韻 r大野市中観光推進について塁赴   

已と」謹〒－マに噸D宇程度に東と劫、任   

所・氏名・・年齢・電話番号を記入し匡準嘩  

■車寵売店選対  

僅棺竜離脱  

せ  

f丘髄・1111内線161）  

〒9岬一朗自白 士軒市芋袖町1－1   
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t
 
 
 

【
 
 

公
民
館
の
沿
革
 
 
 

大
野
公
民
髭
は
昭
和
二
十
三
年
、
東
野
 
 

町
史
民
舘
と
し
て
当
時
の
太
顛
町
役
場
備
 
 

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
．
現
在
の
名
称
性
昭
 
 

和
二
十
九
年
中
市
制
施
行
陰
に
改
称
苦
れ
 
 

た
も
勒
で
す
。
青
田
散
、
学
校
梗
菩
や
旧
 
 

市
捜
所
庁
苦
労
室
内
へ
の
移
転
者
経
富
胞
 
 

和
四
十
一
年
、
明
倫
町
に
新
築
寝
転
し
姦
 
 

し
た
。
平
成
七
年
に
は
旧
大
野
高
等
学
校
 
 

定
時
制
校
舎
に
移
転
。
今
回
の
改
築
に
伴
 
 

い
、
平
成
±
ハ
年
四
月
甜
ら
陸
文
化
会
館
 
 

内
に
事
務
所
を
移
転
し
て
い
ま
し
た
。
 
 

生
涯
学
習
由
拠
点
 
 
 

今
回
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
奄
設
置
し
 
 

一日劇已盲埴1∃14′野乗  

腕謹製新鹿組利用義範痙壷虔  

拳靖韓奉賛軍脚群確執  
軸挺奄白歯【岩古鰯畔  

悲監悪霊芸  
粒五睦も  

J慧：・悪霊≡≡芸≡≡   

歴
史
博
物
館
講
座
田
儀
国
包
と
 
 

し
て
「
白
山
后
抱
由
聖
地
甜
常
り
・
 
 

弄
鳶
偏
J
竜
田
借
．
現
地
研
修
の
 
 

奉
加
書
直
募
集
し
ま
す
中
 
 

日
捏
 
1
・
ロ
員
2
1
日
魯
蒜
某
諌
巨
 
 

帝
国
 
午
前
磨
特
別
封
筒
役
所
前
 
 
 

集
合
．
午
後
丁
時
詭
愈
到
着
・
 
 
 

解
散
予
定
 
 

場
所
 
白
山
塵
寺
∵
象
潟
白
山
 
 
 

神
社
■
徳
望
殿
、
白
山
菜
化
博
 
 
 

物
魔
、
白
山
中
居
神
社
、
石
敬
 
 
 

白
大
師
堂
（
順
不
同
。
い
晋
れ
 
 
 

も
岐
阜
県
郡
上
市
〕
 
 

菅
二
背
〓
先
憂
 
 

参
加
料
 
島
貫
u
n
望
‖
円
 
 

＃
昼
食
代
・
重
み
 
 

申
込
方
法
 
住
所
・
氏
名
・
連
絡
 
 
 

先
を
電
話
雪
 
 

中
込
締
切
日
 
相
月
1
・
4
日
申
午
後
 
 
 

ヰ
時
 
 

申
込
・
問
合
せ
先
 
歴
史
博
物
館
 
 
 

（
℡
鈷
・
5
5
望
0
）
 
 
 

「小学校の児童用玄蘭と別に  

設けち・れた一般持去開から  

施設に入り蓋すJ  
触感謹誌㌦  ．．  

ち
ょ
っ
と
し
た
「
言
葉
が
け
」
 
 

で
子
供
在
能
事
か
に
育
て
尋
方
法
 
 

章
二
壊
に
考
え
て
み
ま
世
ん
甜
ウ
 
 
 

1
国
旨
亀
子
ー
守
は
「
弄
い
壷
 
 

萱
ば
止
め
る
た
め
に
」
、
2
回
目
 
 

惇
「
患
い
を
伝
克
る
た
由
に
」
で
 
 

す
。
対
象
旺
、
2
回
と
も
参
加
モ
 
 

き
竜
人
郷
原
則
で
す
貯
、
1
回
申
 
 

討
由
奉
加
も
で
吉
ま
す
中
 
 

日
捏
 
何
相
月
1
．
2
日
轡
 
 

奇
相
月
1
・
9
日
啓
 
 

時
間
 
午
瞳
7
暗
1
9
時
 
 

講
師
 
米
沢
里
穂
さ
ん
｛
フ
リ
ー
 
 
 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
 
 

囁
所
 
掌
び
由
里
「
め
い
ウ
ん
」
 
 

蕃
加
割
 
無
料
 
 

申
込
方
法
 
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
 
 
 

た
怯
∈
メ
ー
ル
で
、
住
所
・
氏
 
 

乾
こ
仕
モ
ー
社
会
葉
音
蔑
聴
蒸
す
代
て
辞
 
 

世
ツ
磐
1
強
暴
杏
葉
器
。
両
度
辞
生
涯
に
 
 

わ
た
鼻
撃
習
す
竜
た
池
野
拠
点
と
し
て
、
 
 

椿
樋
的
に
情
報
覚
借
♭
て
い
蒼
ま
す
。
 
 
 

学
校
邸
使
宿
怨
い
時
間
帯
に
一
般
に
開
 
 

放
す
為
特
別
＃
葦
な
ど
屯
利
用
中
山
込
み
 
 

は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
辞
l
痛
♭
て
牽
 
 

け
付
甘
藍
す
。
申
し
込
卦
碍
日
時
埴
、
祝
 
 

月
産
韓
菰
月
経
巳
甜
毎
食
囁
白
鉛
準
備
肌
 
 

時
≡
十
分
瀞
毎
午
後
五
億
十
五
分
。
申
込
 
 

喜
田
提
出
霊
草
哲
昔
辞
、
■
奉
話
で
仮
予
 
 

鞄
曹
雪
誌
監
唇
義
孝
電
 
 

申
込
・
間
置
せ
先
．
生
涯
軍
菌
石
章
毎
－
 
 
 

芸
臨
・
5
さ
昏
且
 
 
 

■
 
 

テージ  

▲ ■ と． 、u∴■＋ト  

f嘩－1111内線181   

食
事
と
運
動
由
関
係
を
学
ん
で
 
 
 

み
ま
世
ん
伊
．
 
 

日
時
 
‖
月
2
日
R
画
午
前
8
時
脂
 
 

分
～
 
 
 

場
所
 
幸
終
着
 
 

奉
加
料
 
ヨ
コ
コ
円
薦
碓
｝
 
 

申
込
締
切
日
 
1
0
月
3
・
1
自
認
 
 
 

申
込
・
問
合
せ
先
 
保
健
衛
生
課
 
 
 

（
℡
6
5
■
丁
3
畠
旦
 
 

■
■
‖
 
 

■
■
r
檀
 
 

望
の
有
無
置
連
結
 
 

申
込
背
切
日
 
1
0
月
Ⅷ
日
車
 
 

中
込
・
間
合
せ
先
 
企
画
課
市
民
 
 
 

協
働
佑
盲
髄
・
1
1
1
1
内
 
 
 

壊
4
3
1
蛋
砧
・
8
3
ア
ユ
 
 
 

巨
メ
ー
ル
 
 
 

言
草
唇
音
宣
告
苫
．
一
巴
p
 
 
 

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
2
1
 
 
 

名
・
謹
軽
先
 
 

「不審者と区別す竜た軌Åり  

で専用の名札を受け取ります」  
も■－■－一－・－・－・－・－・－－－一■－－・つ苧1－－－チ■照一一■■一一碑  

保
育
ル
ー
ム
希
 
 

’
 
 

消防団操法大会に声援庖   
市
内
に
1
年
以
上
住
ん
で
い
る
 
 

人
で
、
い
和
博
岳
護
病
程
ど
曲
治
 
 

療
由
た
め
、
来
年
3
躍
未
ま
で
に
 
 

6
カ
月
以
上
、
入
院
や
通
院
套
鮭
 
 

読
ま
た
昧
継
寵
す
る
見
込
み
由
人
 
 

家
対
象
に
、
特
別
見
舞
金
を
麦
笛
 
 

し
て
い
ま
す
．
詳
し
く
は
問
い
合
 
 

む
世
く
だ
さ
い
。
 
 

申
請
細
腔
 
l
ロ
月
3
1
日
歯
 
 

申
請
・
間
合
せ
先
 
任
偉
衛
生
課
 
 
 

芸
鮎
・
7
塁
蔓
且
 
 

前 月 比  

太
藁
勝
田
壷
叢
 
 

部
聴
異
観
4
日
ロ
森
蕃
如
 
 

♭
て
「
苧
卜
回
東
野
帯
消
防
 
 

雷
雷
若
草
鯖
鞄
彗
諸
 
 

表
宜
．
太
鼓
当
日
」
会
意
菅
 
 

田
声
援
有
畜
廉
い
し
ま
首
。
 
 

8
疇
 
Ⅶ
月
憎
巳
頓
午
蘭
8
 
 
 

膀
†
云
小
雨
決
行
V
 
 

積
商
 
真
名
川
憩
い
ぬ
鼻
 
 

欄
月
㌧
 
加
盟
詞
少
プ
療
法
蘭
 
 
 

部
、
ポ
シ
ョ
車
漫
法
再
訪
 
 

隠
者
せ
先
 
消
散
署
毒
餌
 
 

・
0
1
1
9
｝
 
 

－1世帯  

「27人  

18遥別人  

20．638人  

萱脱税叩広報帯革匂  〔4〕  試氾6．1亡I広報おおの   f17〕  



■
 
．
■
．
．
■
⊥
＿
 
 
 

有
酵
西
小
畢
撞
と
大
野
公
民
館
∵
輩
涯
学
暫
笹
立
春
－
 
 

曙
橋
経
巻
持
ヨ
複
替
地
遥
哲
学
び
由
密
「
逝
い
ロ
砧
」
4
 
 

が
九
月
一
日
に
才
－
ブ
ン
し
ま
b
在
。
学
校
載
育
施
設
と
 
 

社
会
教
育
億
謹
嘩
健
能
草
餅
せ
持
コ
県
内
部
蘭
満
憩
臆
、
 
 

市
民
幻
勤
封
ポ
ル
雷
轟
竜
越
前
表
層
増
嬰
牌
缶
巴
に
、
棄
 
 

観
に
配
慮
し
た
構
造
菅
建
設
さ
れ
来
し
た
。
 
 
 

年
間
密
通
し
音
字
供
郡
毎
志
年
蒸
甫
選
串
で
鰯
甘
烹
漂
い
・
 
 

遊
背
・
学
習
曹
望
三
宝
韻
草
屋
萄
蛋
盟
現
慧
篭
弥
野
 
 

壷
克
と
値
毎
東
宮
ん
に
轟
い
て
蟄
缶
い
読
♭
茫
甘
 
 

芸術作品じつくり♯♯   

8月25［］力lら空7日に卦廿て、「第＝打図太野市美術展」  

群青軽毒捏で開かれました。市内外から応雲価商った芸  

術作品【ま229点。会場を墓石れた人たち除、作品1点1点  

をじコくロ観要していました。  

学
校
の
沿
革
 
 

有
終
西
小
学
校
は
明
治
ハ
年
、
有
終
小
 
 
 

学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
 
 
 

有
終
尋
常
二
同
等
小
学
校
、
有
終
男
子
尋
 
 
 

常
・
高
等
小
学
校
、
有
終
男
子
国
民
学
校
 
 
 

と
改
称
。
昭
利
二
十
二
年
の
学
割
改
革
に
 
 
 

よ
ロ
男
女
共
学
の
有
終
小
学
校
に
改
称
し
 
 
 

ま
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
≡
月
に
は
有
終
 
 
 

南
小
学
校
亡
分
立
し
、
古
津
西
小
学
校
と
 
 
 

な
ロ
ま
し
た
．
 
 

こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
校
舎
は
昭
和
≡
 
 
 

■
－
・
■
－
■
l
l
l
・
l
■
l
，
l
■
l
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
・
■
・
■
■
■
■
・
■
l
■
■
．
■
 

■  

「
真
新
し
い
児
童
玄
関
は
ガ
ラ
ス
張
 
 

り
で
開
放
感
が
あ
っ
て
広
く
感
じ
 
 

ら
れ
ま
す
」
 
 

1  

演劇巳照宇で昆九巷   

市こども劇場群劇団尭少を招いて行コた「眠れ  

番森の美女J公演力†8月18日、文化会館で開計  

れました。橋〒閻500人が入場し、本格的な演技  

の数々に見入っていました。  

■
一
 
 

rめいり九」でフォーラム   

9月から利用開始となった学びの里「めし1亡〕ん」  

で1ロ巨、生涯学習フォーラムと人権啓発講演会潮間  

催され、市民的2ロ0人が参加しました。元NHKア  

ナウシサ【で歌手の吉川精一さんが「あロガとう」  

とし1う言葉の素晴らしさを語ロました。  

十
五
年
に
窪
謹
し
た
屯
の
で
、
市
立
小
学
 
 

校
菅
畳
苛
古
山
條
暫
香
し
た
。
青
田
た
酪
、
 
 

掌
紋
隈
俸
富
強
P
T
A
部
う
は
早
急
奄
建
 
 

て
菅
冬
型
要
望
邸
出
さ
れ
モ
い
ま
じ
在
咽
 
 

重
苦
蕃
畳
畠
憲
 
 
 

学
校
数
背
徳
費
と
b
■
て
■
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け00人位操で僻拝   

NHKラジオ体操助生放送部′8月2妄！  

日に市民グラウンドで頗蛙され、17qO  

人を超える市民僻しました。長野  

信一先生炒ら壬ジオ体操田ポイントと  

生放送中の注意点客間いた後、午朝帽  

時30分に生魚蓮如スタート。心地よい  

風即そよく中、北陸の小京都「大野1  

を全国に発信しようと、元気に櫛  

奇襲群見うれました。  

石遅董展示   

軸嘩酷轟轟郵鮎懐常連鳶科在ど春展示  

L埴酵招魂藍襲山野撃即日静軍産集靴  
弛鹿妻越鮎恕己血糖諭畠瞳Hl月・毎日まで  

萄詩賦 解熱敵襲紺洞白幡1■語覚庖如 感顛極秘臨場軸凰’地学名著敏腕井  

‡葡察≡華鄭萄群晦迎ぇ、覿繭断わ耽弄す。  

．．．．．．．．．．．．」t  lllllll■ r■■   

無蓋I盛典轟祖語・  

喪正7年に生革靴細部爛匝ら暁  
1絶入麿祝膏た軌噛噸癖藤樹昏由拍、常葉  

萄国選薫香ん怯「蔑汽  菩軍費訪問日泰b荘i新河1  

郡毒し在住  揖曹轟い芭と苛割と  

手打百雷ば壕験毒  

そば産地大野蕎PRするた砂「大野そばまつロ   

2806」が8、招姫臥脊軽重億で朝風れました。   

市内の零群衆寄母御こ雄尋手打ちそば世襲産物力ロ   

エ品感購表中廊凱号ぼ打ち拝顔各行われ、会喝   

牌人「き【識沌1まし起廿  

20ロ6．1（】広報ぉお巧  rl軸  
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平成柑年（ヱ00占年）  亡由コーナーでは、和泉地区り観光スポットや、  

名所・旧跡など奄甜介します。  
N0．丁33  
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1‾ T∴ノ モり：∴リ‾1■■■－ ＝■＞■q  
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■ 事印画轟酸義盛麺襲                 ＿＿  二三一＿，与土主7＿、、「‾ －  
‾  

5恕席却軸轟読経  
華婦苧覇蛸轟  

【無事1   

和束地区「帯亀山中部紅葉す竜1日月空色白知ら謝目にか仕君島  

九韓竜紅葉まつ0が除却和ま前脚嘩産品帝叫∵海囁野  
草彗う「捉葉甫坂1起陳じ軌鯖土芸能中軸醸ど伯F紅葉  

ス手－≡判、惜と鮎脚酋コ式日苛だ苛博酔蕃竜一捷睦コー  
ナー」森ど盛卓だ＜講触己奉擾意轟つモ準出鰍ゴくだ乱七  

選手一撃ヰベント富年前帽蒔中年瞳ヨ時節酎  

＝＝語義粥獣個室蕪   

野師東森 ‾   
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特集  

生涯学習の拠点完成  
学びの里「めいりん」  

P8 障害者サービスが変わりました  

P9 税制改正で市・県民税が変わり一律10％に など  
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